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2 第13回運動会 大田原キャンパス

4 平成20年度入学式 大田原キャンパス

式辞 谷修一学長
新入学生概要
大学院／小田原キャンパス／大川キャンパス

7 平成19年度卒業生の進路／平成19年度国家試験受験
結果／社会福祉士、介護福祉士制度改正／大学院臨
床心理学専攻が第１種大学院に指定されました

8 小田原キャンパスレポート 第8回
9 大川キャンパスレポート 第13回

10 Topics & Columns
看護学科 結ネットワーキング計画第2報／国際医療福祉大学クリ
ニック 言語聴覚センター「ミニセミナー」開催／第九回日本言語
聴覚学会開催／「国際視能矯正学会」に参加／本学学生３名が「第
２回ESSC」優良賞を受賞／「元培科技大学国際会議」に本学学
生２名が参加／初期臨床研修医のグループ合同オリエンテーショ
ン開催／「防犯意識高揚モデル大学」に指定／平成20年度奨学生
決定／〈コラム〉私の主張　第9回「社会資源（介護保険制度）に
ついての一考」（福岡リハビリテーション学部 作業療法学科 北島栄
二准教授）／平成19年度学校法人国際医療福祉大学 決算報告／
〈コラム〉私のおすすめ本 第9回「問題な日本語」（理学療法学科
下井俊典講師）

15 施設インフォメーション
〈国際医療福祉大学病院〉
臨床実習に向けて～実習生たちへのメッセージ～

〈三田病院〉
「東京都認定がん診療病院」に認定／院内研修会レポート

〈熱海病院〉
「看護の日のイベント」開催／「新型インフルエンザ講習会」開催

〈山王病院〉
新院長自己紹介／山王病院／リプロダクションセンター

〈化研病院〉「オープンホスピタル」

〈新宿けやき園〉6月1日開設

〈高木病院〉第2回大川市「未病と健康のつどい」

〈シーサイドももち〉「総合ケアセンターももち」が誕生！

19 医療福祉・マネジメント学科（仮称）が誕生します！
20 医療福祉チャンネル774／IUHW Hot News

IUHW Note

平成20年度の広報委員会の委員が決定しました。
【広報委員長】高橋泰（医療経営管理学科長）
【広報委員】重久加代子（看護学科）・川野英子〈看護学科〉・倉本アフ
ジャ亜美（理学療法学科）・藤田亘（作業療法学科）・谷合信一（言語聴
覚学科）・三柴恵美子（視機能療法学科）・菊地義信（放射線・情報科
学科）・横塚記代（放射線・情報科学科）・丸木一成（医療経営管理学
科）・小林雅彦（医療福祉学科）・角南明彦（薬学科）・齋藤智恵（総合
教育センター語学教育部）・田中繁（大学院）・高石和秀（栃木・事務
局）・高橋章子（栃木・事務局） 村山京三（小田原・広報担当）・原田
ちはる（九州・広報担当）・金井雅之（東京事務所・広報室）

第13回
運動会

５月24日（土）、大田原本校に
て第13回運動会が開催された。
「午後から雨」というあいにくの
予報のもと、空をにらみながら
のスタートとなったが、学生た
ちの熱気が通じたのか、最後ま
で雨に邪魔されることなく、そ
れぞれ練習の成果を発揮した。

「この運動会は、委員
の頑張りや多くの人た
ちの協力があってこそ
できた運動会だと思い
ました。当日は雨も心
配されていましたが、
降らずにすんでよかっ
たです。スムーズにい
かない点もありました
が、わたしにとって絶
対に忘れられない思い
出になりました。協力
してくれたみんな…本
当にありがとう！ こ
のメンバーでやれてよ
かった！」

伝統と新作。
個性あふれる『応援合戦』
毎年、学科対抗で行われる運動会の見どころの
ひとつは昼休みに行われる『応援合戦』。先生
方の採点の結果、伝統
のハッピを身にまとい、
息の合った「よさこい
ソーラン節」を披露し
た看護学科が第１位に
輝いた。

> > > > > > > > > >

1位　理学療法学科
2位　作業療法学科・薬学科
4位　看護学科
5位　放射線・情報科学科
6位　医療経営管理学科
7位　言語聴覚学科
8位　医療福祉学科
9位　視機能療法学科

1．バットdeグルグル
2．栄光の架け橋
3．私の想いを受けとめて
4．俺について来い!!!
5．美女と野獣
〈応援合戦〉
6．とべとべ!!☆3分

間ジャンピング
7．綱引きダッシュ!!
8．大逆転!男祭り

（汗）

■ 競技プログラム ■ 今年の結果 実行委員長の
大役を務めた
ＨＳ２年　
木村あゆみさん

見せたエネルギー、団結心！
みんなの本気が伝わってきました

写真は写真部の協力をいただきました



式
辞
、
来
賓
祝
辞
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進

行
す
る
中
、
医
療
福
祉
を
志
す
九
七
二
名

の
学
部
生
と
二
九
〇
名
の
大
学
院
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、
終
始
引
き
締

ま
っ
た
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

学
部
新
入
生
を
代
表
し
て
、
医
療
経
営

管
理
学
科
の
増
渕
瞳
さ
ん
か
ら

「
私
た
ち
は
本
日
こ
こ
に
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
の
入
学
生
と
し
て
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
入
学
で
き
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
同
じ
目
的
を
持
っ
た
友
人

と
助
け
合
い
協
力
し
て
、
豊
か
な
心
や
幅

広
い
教
養
を
育
み
、
人
の
痛
み
が
理
解
で

き
る
人
間
に
成
長
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」

と
誓
い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
る
と
、
新

入
生
は
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
し
た
。

最
後
に
学
部
長
、
学
科
長
が
紹
介

さ
れ
て
式
は
幕
を
閉
じ
た
。

式
終
了
後
は
、「
サ
ー
ク
ル
紹
介
」

や
「
学
科
別
懇
談
会
」「
大
学
院
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
が
行

な
わ
れ
、
新
入
生
に
と
っ
て
も
保
護

者
に
と
っ
て
も
、
学
生
生
活
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
輝
か
し
い
一
日
と

な
っ
た
。

（
東
京
事
務
所
　
広
報
室
金
井
雅
之
）

4

学
長
式
辞
（
要
旨
）

谷
修
一
学
長

本
日
入
学
し
た
学
部
学
生
は
九
七
二
人
、
大
学

院
生
は
二
九
〇
人
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
中
国
・

韓
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
な
ど
学
部
・

大
学
院
合
わ
せ
て
一
八
名
の
留
学
生
の
皆
さ
ん
も

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
が
我
が
大
学

を
選
ば
れ
、
保
健
医
療
福
祉
の
専
門
職
を
目
指
す

と
い
う
選
択
を
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
教
職
員
を

代
表
し
て
心
か
ら
歓
迎
し
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
は
、
医
療
や
福
祉
の
専
門

職
の
地
位
の
向
上
と
高
度
な
教
育
、
そ
し
て
将
来

に
お
け
る
優
れ
た
指
導
者
が
必
要
だ
と
す
る
時
代

の
要
請
に
応
え
る
と
い
う
大
き
な
夢
を
も
っ
て
、
平

成
七
年
に
開
学
し
ま
し
た
。

学
生
の
教
育
に
関
し
ま
し
て
は
、
開
学
以
来
、
病

め
る
人
も
障
害
を
持
つ
人
も
健
康
な
人
も
、
お
互

い
を
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
合
っ
て
生
き
る

こ
と
を
「
共
に
生
き
る
社
会
を
築
く
」
と
い
う
理

念
で
表
わ
し
、
こ
れ
を
全
学
科
に
共
通
す
る
教
育

の
理
想
と
し
て
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
学
の
教
育
で
重
視
し
て
い
る
こ
と

の
ひ
と
つ
は
臨
床
教
育
で
す
。
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
、
障
害
者
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
や
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
の

た
め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
を
持
ち
、
ま
た
隣
の
那
須
塩
原
市
に
は
、
病

院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
、
さ
ら
に
、
静
岡
県
熱

海
市
に
熱
海
病
院
、
東
京
都
港
区
に
三
田
病
院
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
医
療
福
祉
に
関
す
る
幅

広
い
関
連
施
設
を
通
じ
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
臨

床
教
育
の
充
実
を
目
指
す
と
と
も
に
、
教
員
の
先

生
方
に
と
っ
て
は
、
研
究
や
臨
床
技
術
の
研
鑚
の

場
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
教
育
の
現
場
の

中
に
医
療
や
福
祉
の
現
場
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

障
害
者
や
病
気
の
人
と
身
近
に
触
れ
合
い
、
将
来

の
医
療
福
祉
職
へ
の
よ
り
明
確
な
動
機
付
け
と
な

り
、「
共
に
生
き
る
社
会
」
を
身
近
な
も
の
に
実
感

で
き
ま
す
。
本
学
の
基
礎
教
育
及
び
臨
床

教
育
に
よ
っ
て
、
疾
病
の
治
療
を
目
的
と

す
る
医
療
施
設
か
ら
生
活
支
援
を
目
的
と

す
る
福
祉
施
設
ま
で
の
流
れ
、
発
達
障
害
、

身
体
障
害
、
老
年
期
障
害
な
ど
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
疾
病
・
障
害
と
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
の
変
化
、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
る
多
く
の
専
門
職
種
と
の
連
携

や
チ
ー
ム
医
療
、
チ
ー
ム
ケ
ア
な
ど
が
理

解
で
き
ま
す
。
六
年
間
の
教
育
と
な
る
薬

学
部
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
基
づ
き
、
医
療
や
福
祉
を
理
解
し

た
医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師
の
養
成
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
部
に
入
学
さ
れ
た
新
入
生
の
皆
さ
ん

は
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
で
自
分
が

目
指
す
専
門
学
科
に
つ
い
て
の
知
識

や
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
は
必
須
で

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
は
将

来
、
医
療
や
福
祉
の
現
場
で
、
人
と

直
に
接
し
、
病
気
や
障
害
と
向
き
合

う
仕
事
で
す
か
ら
、
病
に
苦
し
む
人
、
障
害
に
悩

む
人
と
同
じ
目
線
で
、
生
身
の
人
間
と
し
て
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
大
切
な
こ
と
だ
と

私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
豊
か
な
人
間
性
を
養
う

と
い
う
意
味
か
ら
も
、
自
分
の
専
門
以
外
の
こ
と

に
つ
い
て
幅
広
い
教
養
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

常
に
命
の
尊
さ
を
思
い
、
人
に
対
す
る
思
い
や

り
の
気
持
ち
と
生
き
る
幸
せ
を
感
じ
る
心
を
養
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を
期
待
し
て
、
私
の
歓
迎
の
挨

拶
と
し
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

大
学
院
入
学
式

大
学
院
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

入
学
式
の
ほ
か
、
九
州
地
区
は
四
月
七
日
（
入
学

式
当
日
）、
東
京
・
小
田
原
・
熱
海
は
四
月
一
二
日

に
歓
迎
会
が
催
さ
れ
た
。

入
学
者
数
は
、
前
年
を
約
五
〇
名
上
回
り
、
過

去
最
高
の
二
九
〇
名
を
数
え
た
。
新
設
さ
れ
た
医

療
福
祉
経
営
専
攻
・
診
療
情
報
ア
ナ
リ
ス
ト
養
成

分
野
に
七
名
、
ま
た
、
開
設
二
年
目
の
臨
床
心
理

学
分
野
は
、
前
年
を
一
〇
名
上
回
る
二
六
名
が
入

学
し
た
。

昨
年
、
本
学
は
文
部
科
学
省
の
進
め
る
「
が
ん

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」
に
自
治
医

科
大
学
と
共
同
申
請
し
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
「
が

ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」
で
は
「
が

ん
医
療
の
担
い
手
と
な
る
高
度
な
知
識
・
技
術
を

持
つ
が
ん
に
特
化
し
た
医
療
人
養
成
」
が
求
め
ら

れ
、
本
学
で
は
が
ん
治
療
放
射
線
技
師
コ
ー
ス
・

が
ん
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
コ
ー
ス
・
が
ん
登
録

専
門
コ
ー
ス
を
開
講
し
、
今
年
は
一
期
生
と
な
る

七
名
が
入
学
し
た
。

入
学
式
後
の
入
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
学
部
に

引
き
続
き
今
年
か
ら
大
学
院
で
も
導
入
さ
れ
た
授

業
の
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
履
修
登
録
」
の
説
明
が
行
な
わ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
の
履
修
登
録
や
自

分
の
時
間
割
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
院

生
の
学
習
環
境
が
数
段
に
向
上
し
た
。
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四
月
四
日
（
金
）、
本
校
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、

「
平
成
二
〇
年
度
学
部
入
学
式
並
び
に
大
学
院
入
学
式
」

が
行
な
わ
れ
た
。
桜
の
蕾
が
ほ
こ
ろ
ぶ
晴
天
の
も
と
、

式
の
開
始
を
飾
る
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
校
歌
「
未
来
へ

の
扉
」
の
斉
唱
は
、
新
入
生
た
ち
の
心
に
ど
の
よ
う
に

響
い
た
の
で
し
ょ
う
。式

次
第

一
　
校
歌
斉
唱

一
　
式
辞

・
学
長

・
大
学
院
長

一
　
来
賓
祝
辞

・
大
田
原
市
長
　
千
保
一
夫
様
（
代
理

大
田
原
市
副
市
長
　
藤
田
宏
和
様
）

・
栃
木
県
知
事
　
福
田
富
一
様
（
代
理

栃
木
県
保
健
医
療
監
　
北
澤
潤
様
）

・
栃
木
県
医
師
会
会
長
　
高
嶋
三
喜
様

（
代
理
栃
木
県
医
師
会
常
任
理
事
　
福

嶋
稔
様
）

一
　
新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば

・
医
療
経
営
管
理
学
科
　
増
渕
瞳

・
大
学
院
　
入
江
容

一
　
学
部
長
・
学
科
長
紹
介

平
成
二
〇
年
度
入
学
式
■
大
田
原
本
校

Entrance ceremony in Ohtawara 2008>>>>>

Entrance ceremony in Ohtawara 2008

平成20年度新入学生概要

■学部生 1340名
[本校] 972名
保健医療学部 590名

・看護学科 124名
・理学療法学科 102名
・作業療法学科 97名
・言語聴覚学科 94名
・視機能療法学科 51名
・放射線・情報科学科 122名

医療福祉学部 192名
・医療経営管理学科 86名
・医療福祉学科 106名

薬学部 190名
・薬学科 190名

［小田原キャンパス］ 159名
小田原保健医療学部 159名

・看護学科 57名
・理学療法学科 51名
・作業療法学科 51名

［大川キャンパス］ 202名
福岡リハビリテーション学部 202名

・理学療法学科 114名
・作業療法学科 47名
・言語聴覚学科 41名

■大学院生 290名
・保健医療学専攻修士課程 135名
・医療福祉経営専攻修士課程 62名
・臨床心理学専攻修士課程 26名
・保健医療学専攻博士課程 67名

入学式で挨拶する
開原成允大学院院長



四
月
三
日
（
木
）、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
六
階

体
育
館
に
お
い
て
、『
平
成
二
十
年
度
小
田
原

保
健
医
療
学
部
・
大
学
院
入
学
式
』
が
執
り
行

わ
れ
た
。
当
日
は
式
典
に
ふ
さ
わ
し
い
好
天
に

恵
ま
れ
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新

入
生
一
五
九
名
が
期
待
に
満
ち
た
表
情
で
式
に

臨
ん
だ
。

開
式
の
辞
に
続
き
、
在
校
生
有
志
に
よ
り
校

歌
が
斉
唱
さ
れ
、
三
年
目
を
迎
え
た
入
学
式
が

始
ま
っ
た
。
ま
ず
、
谷
学
長
が
式
辞
と
し
て
、

新
入
生
と
保
護
者
へ
の
歓
迎
の
こ
と
ば
、
本
学

の
教
育
理
念
や
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
小
澤
良
明
小
田
原
市
長
（
市
橋
匠
小

田
原
市
副
市
長
代
読
）、
原
義
明
小
田
原
箱
根
商

工
会
議
所
会
頭
か
ら

来
賓
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
次
い
で
学
部
生

代
表
・
大
学
院
生
代

表
が
新
入
生
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
た
。

学
部
生
代
表
の
作

業
療
法
学
科
・
吉
田

あ
ゆ
み
さ
ん
は
「
こ

れ
ま
で
抱
い
て
き
た

夢
を
現
実
の
も
の
と

し
、
先
生
方
や
先
輩

方
に
倣
い
仲
間
同
士

助
け
合
い
、
笑
顔
と

思
い
や
り
に
あ
ふ

れ
、
誰
か
ら
も
愛
さ

れ
る
医
療
従
事
者
を

目
指
し
勉
学
に
励
む

こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
、
こ
れ
か
ら
医
療

福
祉
の
世
界
に
歩
み
始
め
る
意
気
込
み
を
述
べ

た
。大

学
院
生
代
表
の
博
士
課
程
・
看
護
学
分
野
・

大
谷
喜
美
江
さ
ん
は
「
保
健
師
と
し
て
自
治
体

や
企
業
で
保
健
指
導
経
験
を
積
ん
で
き
た
中
で
、

さ
ら
に
高
度
な
知
識
と
体
系
付
け
ら
れ
た
最
新

の
看
護
理
論
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
研
究
者
と
し
て
の
さ
ら
な
る
一

歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
へ
の
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
谷
学
長
か
ら
開
原
大
学
院
長
、
北

島
副
学
長
、
岩
尾
副
学
長
、
高
梨
学
部
長
、
看

護
・
理
学
療
法
・
作
業
療
法
各
学
科
長
が
紹
介

さ
れ
式
典
は
終
了
し
た
。

式
典
後
は
学
科
ご
と
に
集
合
写
真
を
撮
影
し
、

新
入
生
に
は
先
輩
で
あ
る
学
友
会
か
ら
の
説
明

を
行
い
、
保
護
者
に
は
学
科
別
の
懇
談
会
が
開

か
れ
、
各
学
科
教
員
が
教
育
方
針
の
説
明
を
行

っ
た
。
入
学
の
喜
び
と
同
時
に
将
来
へ
の
確
固

た
る
歩
み
を
決
意
す
る
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

（
総
務
課
　
稲
葉
博
之
）

四
月
七
日
（
月
）、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部
お
よ
び
大
学
院
九
州
地
区
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
の
入
学

式
が
行
わ
れ
た
。

今
年
度
は
、
理
学

療
法
学
科
一
一
四

名
、
作
業
療
法
学
科

四
七
名
、
言
語
聴
覚

学
科
四
一
名
の
合
計

二
〇
二
名
、
さ
ら
に
、

大
学
院
は
福
岡
・
大

川
・
熊
本
の
各
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

に
合
計
三
一
名
が
入

学
し
た
。
入
学
式
に

は
新
入
生
の
ほ
か
、

多
数
の
来
賓
や
保
護

者
が
出
席
し
た
。

式
は
、
谷
修
一
学
長
、

開
原
成
允
大
学
院
長

の
式
辞
に
続
き
、
高

木
邦
格
理
事
長
が
挨

拶
し
新
入
生
を
激
励

し
た
。
続
い
て
植
木

光
治
大
川
市
長
よ
り

祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。こ

れ
を
受
け
て
新

入
生
を
代
表
し
て
、

理
学
療
法
学
科
・
田

中
公
平
さ
ん
が
「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々

の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
、
高
い
教
養
を
身
に
つ

け
、
医
療
福
祉
に
関
わ
る
者
と
し
て
人
間
的
に

も
大
き
く
成
長
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
日
か
ら
始
ま
る
学
生
生
活
の
な
か
で
、

大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
培
い
な
が

ら
、
人
と
し
て
、
医
療

に
関
わ
る
者
と
し
て
、

広
い
視
野
を
持
っ
て
理

学
療
法
士
と
し
て
の
資

質
を
高
め
て
い
け
る
よ

う
日
々
努
力
し
た
い
と

気
持
ち
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
」
と
力
強
い
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。

ま
た
、
大
学
院
新
入

生
を
代
表
し
て
、
医
療

福
祉
学
研
究
科
保
健
医

療
学
専
攻
・
長
野
毅
さ

ん
が
「
社
会
人
に
も
学

び
や
す
い
環
境
整
備
の

さ
れ
た
本
学
院
の
教
育

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
知

り
、
ご
指
導
い
た
だ
く

先
生
方
の
す
ば
ら
し
さ

に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
、

入
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

私
た
ち
新
大
学
院
生
は
、

新
た
な
目
標
に
向
っ
て
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の

分
野
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
、
広
い
視
野
を
も

ち
社
会
的
意
義
の
あ
る

研
究
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
た
。

（
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　
高
山
奈
弥
）
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「
時
代
の
要
請
に
応
じ

教
育
内
容
を
拡
充
」

〜
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
制
度
改
正
〜

介
護
ニ
ー
ズ
の
増
大
や
相
談
援
助
の
場
の
拡
が
り
な

ど
、
社
会
福
祉
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
拡
大
や

環
境
の
変
化
を
受
け
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
の

養
成
課
程
と
取
得
方
法
に
関
わ
る
制
度
改
正
が
行
わ
れ
、

平
成
二
一
年
度
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

社
会
福
祉
士
資
格
で
は
、
国
家
試
験
の
受
験
に
必
要
な

指
定
科
目
が
従
来
の
一
六
科
目
か
ら
二
二
科
目
に
拡
大

し
、
権
利
擁
護
や
福
祉
計
画
な
ど
を
内
容
と
す
る
科
目

が
新
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
既
存
の
科
目
の
名
称
や
内

容
の
変
更
、
組
み
替
え
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
実

習
担
当
教
員
の
資
格
の
厳
格
化
を
図
る
と
と
も
に
、
一

定
の
経
験
を
持
ち
、
か
つ
所
定
の
研
修
を
修
了
し
た
社

会
福
祉
士
の
配
置
を
実
習
先
の
福
祉
施
設
や
機
関
の
要

件
と
す
る
な
ど
、
実
習
の
指
導
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ

た
。介護

福
祉
士
資
格
は
、
こ
れ
ま
で
、
国
家
試
験
（
実
務

経
験
三
年
以
上
が
受
験
要
件
）
で
取
得
す
る
方
法
以
外

に
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
科
目
の
履
修
に
よ
り

取
得
す
る
方
法
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
従
来
、
本
学

科
の
介
護
福
祉
コ
ー
ス
の
学
生
は
、
卒
業
と
同
時
に
介

護
福
祉
士
資
格
を
取
得
で
き
た
が
、
平
成
二
一
年
度
の

入
学
生
か
ら
は
、
全
員
が
国
家
試
験
に
よ
る
取
得
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
従
来
、
一
六
五

〇
時
間
で
あ
っ
た
所
定
の
授
業
時
間
数
を
一
八
〇
〇
時

間
に
拡
大
し
、
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
を
受
け
、
本
学
科
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、
従
来
に
も
ま
し
て
質
の
高

い
専
門
職
教
育
を
行
え
る
よ
う
、
現
在
、
新
た
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
医
療
福
祉
学
科
　
小
林
雅
彦
）

大
学
院
臨
床
心
理
学
専
攻
が

第
１
種
大
学
院
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

本
学
大
学
院
医
療
福
祉
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
専
攻

が
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
か
ら
第

１
種
大
学
院
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
の
資
格
審
査
規
定
の
改
正
に
伴
い
、
臨

床
心
理
士
資
格
試
験
を
受
験
す
る
に
は
財
団
法
人
日
本

臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
の
指
定
を
受
け
た
大
学
院

修
士
課
程
（
博
士
前
期
課
程
）
の
修
了
が
必
須
と
な
り

ま
し
た
。（
医
師
、
諸
外
国
に
お
い
て
大
学
院
を
修
了
し

た
者
を
除
く
）。

大
学
院
指
定
制
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
財
団
法
人
日

本
臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
4.ocn.ne.jp/̃jcbcp/contents.htm
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Entrance ceremony in 2008

学部生代表としてあいさつする吉田あゆみさん

小
田
原
保
健
医
療
学
部
入
学
式

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
入
学
式

●平成19年度卒業生の進路（平成20年3月末現在）（本校学生課）

本学 全国

受験区分 受験者数（名）合格者数（名） 合格率 合格率

看護師 124 117 94.4% 90.3%

保健師 120 98 81.7% 91.1%

助産師 6 6 100.0% 98.1%

理学療法士 99 97 98.0% 86.6%

作業療法士 98 86 87.8% 73.6%

言語聴覚士 88 84 95.5% 69.5%

視能訓練士 46 44 95.6% 94.9%

診療放射線技師 127 114 89.8% 73.2%

社会福祉士 152 91 59.9% 30.6%

精神保健福祉士 27 27 100.0% 60.4%

●平成19年度　国家試験受験結果

※本学合格率は新卒者の合格率。全国の合格率には既卒者や大卒者以外も含む。（本校教務課）



平
成
二
〇
年
五
月
三
一
日
（
土
）、
開
設
以
来

恒
例
と
な
っ
て
い
る
市
民
公
開
講
座
が
開
催
さ

れ
た
。
今
回
で
三
回
目
と
な
る
春
の
公
開
講
座

の
テ
ー
マ
は
『
わ
く
わ
く
測
定
２
―
の
ぞ
い
て

み
よ
う
心
と
体
―
』。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障

害
を
も
つ
方
も
参
加
で
き
る
体
験
型
の
講
座
を

開
講
し
、
健
康
・
医
療
を
通
じ
て
地
域
の
方
々

と
交
流
を
深
め
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
当

日
は
前
日
か

ら
雨
の
降
り

続
く
あ
い
に

く
の
天
気
に

も
か
か
わ
ら

ず
、
一
五
〇

人
を
越
え
る

来
場
者
が
小

田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
た
。

全
部
で
一
二
の
講
座
が
用
意
さ
れ
、

一
年
生
を
中
心
に
測
定
や
健
康
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
、
入
学
以
来
身
に
つ
け
た
医
療

知
識
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
講
座
で
来
場
者
に
対
し
て
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

内
容
を
詳
し
く
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
七

階
の
解
剖
学
実
習
室
で
行
わ
れ
た
『
人
の

か
ら
だ
っ
て
不
思
議
（
の
ぞ
い
て
み
よ
う

組
織
標
本
、
骨
標
本
と
人
体
模
型
な
ど
）』

で
は
、
約
一
〇
台
の
顕
微
鏡
が
準
備
さ

れ
、
動
物
の
細
胞
組
織
を
観
察
し
な
が

ら
、
学
生
が
解
説
を
加
え
る
も
の
。
参
加

者
は
食
い
入
る
よ
う
に
顕
微
鏡
を
の
ぞ

き
、
学
生
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

六
階
の
運
動
療
法
室
で
は
『
体
力
・
身
体
測

定
（
高
齢
者
対
象
・
若
年
者
対
象
の
体
力
測
定
）』

が
行
わ
れ
た
。
私
が
体
験
し
た
若
年
者
対
象
の

体
力
測
定
で
は
、
ま
ず
血
圧
測
定
を
行
い
、
続

い
て
反
復
横
と
び
や
腹
筋
、
握
力
検
査
な
ど
複

数
の
測
定
を
行
い
、
最
後
に
計
測
し
た
結
果
を

グ
ラ
フ
化
し
、
か
ら
だ
の
状
態
を
判
定
す
る
と

い
う
も
の
。
参
加
者
は
学
生
の
説
明
に
う
な
づ

き
な
が
ら
、
自
分
の
体
力
が
現
在
ど
ん
な
状
態

に
あ
る
の
か
を
確
認
し
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
昨
今
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
生
活
習
慣
病
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
焦
点
を
当
て

た
『
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ
う
！
（
胸
囲
測
定
、
生

活
習
慣
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
）』
や
、
今
や
多

く
の
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
『
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
つ
か
い
方
』
な
ど
の

講
座
が
行
わ
れ
た
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包

み
、
参
加
者
に
説
明
す
る
学
生
の
姿
か
ら
は
、

入
学
式
で
見
ら
れ
た
初
々
し
さ
か
ら
一
転
、
医

療
・
福
祉
の
分
野
に
一
歩
足
を
踏
み
出
し
た
、

確
か
な
成
長
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
は
地
元
タ
ウ
ン
ニ
ュ

ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
小
田
原
市
民
の
注

目
の
高
さ
を
実
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て

い
る
。

学
生
イ
ベ
ン
ト

『
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』
を
開
催

平
成
二
〇
年
五
月
一
〇
日
（
土
）、
今
年
度
初

め
て
の
学
生
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
学
外
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
も
開
設

以
来
恒
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
学
外
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
教
員
と
新
入
生
が
学
科
を
越

え
て
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
生

団
体
で
あ
る
「
学
友
会
」
が
中
心
と
な
り
企
画
・

運
営
を
行
っ
て
い
る
学
生
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

過
去
二
回
は
、
小
田
原
市
内
の
い
こ
い
の
森
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
場
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た

が
、
今
年
は
、
神
奈
川
県
箱
根
町
に
あ
る
県
立

芦
ノ
湖
キ
ャ
ン
プ
村
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
に
会
場

を
変
更
し
て
開
催
し
た
。
学
生
・
教
職
員
合
わ

せ
て
一
七
八
名
が
参
加
。
小
田
原
駅
か
ら
バ
ス

で
現
地
へ
と
向
か
っ
た
。
前
日
か
ら
降
り
続
く

雨
の
影
響
で
、
野
外
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
実

施
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
屋
内
施
設
を
利
用

し
、
用
意
し
た
食
材
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
終
了

後
、
新
入
生
か
ら
は
「
普
段
な
か
な
か
接
点
の

な
い
他
学
科
の
先
生
や
先
輩
と
交
流
を
持
て
て

よ
か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
で

の
交
流
も
幅
が
広
が
り
そ
う
で
す
」
と
い
っ
た

感
想
が
多
く
聞
か
れ
、「
学
科
を
超
え
た
教
員
・

学
生
の
交
流
」
と
い
う
開
催
の
目
的
は
大
い
に

達
せ
ら
れ
た
。

今
回
の
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
前

年
度
の
学
友
会
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・

運
営
を
行
っ
た
。
修
了
後
に
は
、
新
年
度
学
友

会
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
体
制
も
整
っ
た
。
今
後
、

潮
風
祭
（
大
学
祭
）
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
続
く

学
生
イ
ベ
ン
ト
で
の
彼
ら
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。

（
学
務
課
　
村
山
京
三
）
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早
い
も
の
で
言
語
聴
覚
学
科
が
開
設
し
て
一
年

が
過
ぎ
た
。
今
年
も
四
一
名
の
二
期
生
が
入
学
し
、

学
科
は
少
し
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。
一
期
生
は
主

体
的
に
二
期
生
の
歓
迎
会
を
催
し
、
先
輩
と
し
て

大
学
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。
二
期
生

は
大
学
と
い
う
新
し
い
環
境
に
少
し
ず
つ
慣
れ
、
皆

意
気
揚
々
と
生
活
し
て
い
る
。
そ
の
学
生
た
ち
の

様
子
を
、
言
語
聴
覚
学
科
の
特
徴
的
な
取
り
組
み

と
と
も
に
紹
介
す
る
。

〈
時
間
外
学
習
〉

当
学
科
で
は
、
四
年
間
の
大
学
生
活
を
円
滑
に

送
る
こ
と
と
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
言
語
聴
覚
士

の
育
成
を
目
指
し
て
時
間
外
教
育
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
は
、
昨
年
一
年
間
の
経
験
を
生
か
し
、

①
言
語
聴
覚
士
の
仕
事
を
知
る
②
記
録
の
と
り
方
、

話
し
方
実
践
③
文
章
作
成
課
題
の
三
つ
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

①
学
生
は
「
言
語
聴
覚
士
」
に
な
る
べ
く
勉
強
を

し
て
い
る
が
、
実
際
の
臨
床
場
面
を
見
学
し
た
者

は
少
な
く
、
座
学
だ
け
で
は
そ
の
業
務
を
な
か
な

か
想
像
し
に
く
い
。
特
に
一
年
生
で
は
基
礎
科
目

が
中
心
と
な
る
た
め
、
言
語
聴
覚
士
に
な
り
た
い

と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
持
つ
こ
と
は
難
し

い
よ
う
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
臨
床
現
場
の
見
学
は

そ
う
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
「
言
語
聴
覚
士
ま

る
ご
と
ガ
イ
ド
」
と
い
う
書
籍
を
読
み
、
将
来
就
く

で
あ
ろ
う
言
語
聴
覚
士
の
仕
事
の
概
要
を
学
ん
で
い

る
。
読
ん
だ
後
に
行
っ
て
い
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
言
語
聴
覚
士
の
資
質
・
適
正
に
つ
い
て
考
え

る
、
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

②
記
録
の
と
り
方
・
話
し
方
実
践
は
、
臨
床
に
出

た
最
初
の
一
歩
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う

ま
く
取
れ
な
い
、
記
録
が
取
れ
な
い
と
い
う
躓
き

を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
Ｓ
Ｔ
の
仕
事
を
模

擬
体
験
す
る
か
た
ち

で
実
施
す
る
た
め
、

学
生
は
楽
し
く
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う

だ
。「
記
録
を
と
る
」

こ
と
は
、
実
習
の
み

な
ら
ず
、
講
義
を
受

け
る
際
に
も
大
い
に

役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

③
文
章
作
成
課
題
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
た
後
、
文
章
を
作
成
す
る
。
こ
れ
は
今
後
増
え

る
レ
ポ
ー
ト
課
題
の
書
き
方
に
も
直
結
し
て
く
る
。

言
語
聴
覚
士
は
そ
の
仕
事
ゆ
え
に
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
も
問
わ
れ
る
。
様
々
な
取
り
組
み
を
通

し
て
学
生
は
教
員
と
接
す
る
機
会
を
得
、
そ
の
際

の
「
接
遇
」
に
も
配
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ

れ
ら
の
時
間
外
学
習
は
、
現
在
、
講
義
の
な
い
金

曜
日
の
三
、
四
、
五
限
を
使
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

週
末
の
こ
の
長
時
間
に
わ
た
る
取
り
組
み
は
、
学

生
に
と
っ
て
も
教
員
に
と
っ
て
も
体
力
と
精
神
力

を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
将
来
き
っ
と
役
立
つ

も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

〈
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
〉

昨
年
同
様
、
学
生
一
学
年
一
〇
人
弱
に
対
し
て

一
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な

生
活
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
大
学
生
活
は
た
や
す

い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

で
悩
む
学
生
も
多
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
教
員
と

共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
し
い
大
学
生
活
を

送
る
一
助
と
な
れ
ば
と
思
う
。

開
設
し
て
間
も
な
い
当
学
科
は
、
真
っ
白
い
キ

ャ
ン
パ
ス
に
一
人
ひ
と
り
の
カ
ラ
ー
が
描
か
れ
る
。

そ
れ
は
薄
く
濃
く
、
他
の
色
と
交
じ
り
合
っ
て
は

変
化
し
、
少
し
ず
つ
か
た
ち
を
作
り
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
か
ら
先
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。
不
安
も
あ

る
が
期
待
は
大
き
い
。
四
年
後
、
言
語
聴
覚
士
の

誕
生
が
楽
し
み
で
あ
る
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
教
　
田
宮
愛
）
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晴
天
に
恵
ま
れ
絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
っ
た

五
月
十
八
日
（
日
）、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、「
第
三
回
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ

ル
ー
プ
四
校
合
同
大
運
動
会
」
が
行
わ
れ
た
。
福

岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、
柳
川
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
、

大
川
看
護
福
祉
専
門
学
校
か
ら
総
勢
約
一
二
〇
〇

名
が
集
結
、
福
岡
リ
ハ
学
部
は
Ａ
・
Ｂ
二
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
五
チ
ー
ム
対
抗
戦
と
な
っ
た
。

実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
で
の
幕
開
け
。
山
本

匡
介
大
川
看
護
福
祉
専
門
学
校
校
長
の
挨
拶
、
各

校
代
表
者
に
よ
る
力
強
い
選
手
宣
誓
が
あ
り
、
午

前
中
の
競
技
は
「
棒
引
き
」「
借
り
者
!?
競
走
」「
綱

引
き
」「
玉
入
れ
」。

運
動
会
の
目
玉
、
昼
休
み
の
応
援
合
戦
は
、
各

校
と
も
例
年
以
上
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
。
福
岡
リ

ハ
学
部
は
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
お
揃
い
の
女
子
高
生
の

格
好
で
見
事
に
息
の
合
っ
た
チ
ア
ダ
ン
ス
を
披
露
。

可
愛
ら
し
く
女
子
高
生
に
扮
し
た
男
子
学
生
が
観

客
を
沸
か
せ
た
。
Ａ
チ
ー
ム
も
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の

緑
の
衣
装
で
ダ
ン
ス
を
披
露
。
完
成
度
の
高
い
ア

ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
ダ
ン
ス
に
拍
手
喝
采
だ
っ
た
。

午
後
は
、「
障
害
走
」「
二
〇
人
二
一
脚
」
と
続

き
、「
大
玉
転
が
し
」
で
は
福
岡
リ
ハ
学
部
の
「
Ｏ

Ｔ
北
島
先
生
・
稲
垣
先
生
チ
ー
ム
」
Ｖ
Ｓ
「
Ｐ
Ｔ

岡
先
生
・
下
田
先
生
チ
ー
ム
」
の
ア
ン
カ
ー
対
決

で
盛
り
上
が
り
、
僅
差
で
「
Ｐ
Ｔ
岡
先
生
・
下
田

先
生
チ
ー
ム
」
の
勝
利
。

最
終
種
目
は
各
校
の
俊
足
自
慢
を
集
め

た
「
学
校
対
抗
リ
レ
ー
」。
好
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
リ
ハ
学
部
Ｂ
チ
ー
ム
が
最
後
ま

で
逃
げ
切
り
一
着
で
ゴ
ー
ル
。
一
致
団
結

し
総
合
優
勝
に
向
け
て
奮
闘
し
た
が
、
福

岡
リ
ハ
学
部
は
Ｂ
チ
ー
ム
が
二
位
、
Ａ
チ

ー
ム
が
三
位
と
な
っ
た
。

坂
口
登
津
子
大
川
看
護
福
祉
専
門
学
校

副
校
長
の
総
評
、
閉
会
宣
言
と
続
き
、
幕

を
閉
じ
た
。

四
校
合
同
大
運
動
会

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　
高
山
奈
弥
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『
市
民
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開
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催
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期
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入
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矯
正
を
専
門
と
す
る
視
能
訓
練
士
と
眼
科
医
が

一
堂
に
会
す
る
学
会
で
、
四
年
に
一
回
開
催
さ

れ
、
今
回
で
十
一
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
五
月
二
八
日
〜
三
一
日
、
ベ
ル
ギ
ー

の
古
都
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
開
催
さ
れ
、
四
十
カ

国
か
ら
約
六
百
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
欧
米
で
の
視
能
訓
練
士
の
歴
史
は

古
く
、
発
祥
の
地
で
あ
る
英
国
を
始
め
、
オ
ラ

ン
ダ
、
北
欧
諸
国
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

等
か
ら
多
数
の
発
表
が
あ
り
、
ま
た
、
視
能
矯

正
の
大
家
で
あ
る
米
国
の
ヘ
ル
ベ
ス
ト
ン
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
も
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
、
私
は
北
里
大
学
と
の
共
同
研
究
で
あ
る

『
両
眼
闘
争
を
用
い
た
知
覚
優
位
性
と
眼
位
異
常

の
関
係
』
を
ポ
ス
タ
ー
発
表
し
た
が
、
会
場
は

熱
気
に
溢
れ
、
熱
心
に
討
論
が
行
わ
れ
た
（
写

真
）。
世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
視
能
訓
練
士

と
意
見
交
換
で
き
た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ

り
、
欧
米
に
お
け
る
層
の
厚
み
を
強
く
感
じ
た
。

学
会
の
合
間
に
は
、『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
や

『
ル
ー
ベ
ン
ス
の
祭
壇
画
』
で
知
ら
れ
る
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
大
聖
堂
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
帰
路

の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
お
土
産
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

で
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
回
は
二
〇
一

二
年
に
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
る
。

（
視
機
能
療
法
学
科
長
新
井
田
孝
裕
）

二
〇
〇
七
年
五
月
一
五
日
〜
一
二
月
二
五
日

に
行
わ
れ
た
「
第
二
回
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
（Extrem
e-

ly
Short

Story
C
om
petition

）」（
日
本

「
ア
ジ
ア
英
語
」
学
会
・
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｅ
主
催
）
に

本
学
作
業
療
法
学
科
の
一
年
生
（
現
二
年
生
）
約

五
〇
名
が
応
募
し
、
九
〇
〇
名
近
い
応
募
者
の

中
か
ら
見
事
三
名
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
Ｐ
Ｐ
Ｔ
フ
ァ
イ
ル
で
五

〇
語
ち
ょ
う
ど
の
英
文
を
作
成
し
、
デ
ザ
イ
ン

（
フ
ォ
ン
ト
や
シ
ー
ト
の
選
択
）
な
ど
も
自
ら
行

本
学
学
生
三
名
が

「
第
二
回
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
」
優
良
賞
を
受
賞

い
ま
す
。

第
三
回
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
の
募
集
期
間
は
十
一
月
三

〇
日
ま
で
で
す
。
優
良
賞
の
三
人
に
引
き
続
き
、

本
年
度
も
多
く
の
学
生
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
応
募
は
こ
ち
ら
か
ら
。

http://essc.fit.ac.jp/

（
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
　
齋
藤
智
恵
）

三
月
十
六
日
か
ら
一
九
日
、
本
学
の
提
携
先

で
あ
る
台
湾
の
元
培
科
技
大
学
で
、
韓
国
・
台

湾
・
中
国
・
日
本
の
学
生
に
よ
る
「
国
際
学
生

会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
大
学
院
生
二

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
国
の
学
生
が
参
加
す
る
、
学
会
発
表
と
国

際
交
流
を
兼
ね
た
会
議
で
し
た
。
こ
の
会
議
へ

の
参
加
が
決
ま
っ
た
時
は
、
英
語
で
ス
ラ
イ
ド

を
作
成
し
、
発
表
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
不
安
と
重
圧
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
覚
え

「
元
培
科
技
大
学
国
際
会
議
」
に

本
学
学
生
二
名
が
参
加
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皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
二
〇
〇
二
年
度

卒
業
生
で
、
現
在
、
看
護
学
科
リ
ク
ル
ー
ト
係

の
遠
藤
知
典
で
す
。
私
の
看
護
学
科
で
の
四
年

間
は
、
祭
り
に
明
け
暮
れ
て
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
三
六
五
日
休
ま
ず
弛
ま
ず
、
せ
こ
い
花
火

に
火
を
つ
け
る
輩
に
囲
ま
れ
、
週
一
ペ
ー
ス
で

派
手
な
花
火
を
打
ち
上
げ
る
無
類
の
お
祭
好
き

で
し
た
。
そ
ん
な
思
い
出
の
看
護
学
科
に
教
員

と
し
て
戻
っ
て
き
た
私
に
与
え
ら
れ
た
の
が
リ

ク
ル
ー
ト
係
！
「
卒
業
し
て
萎
え
て
し
ま
っ
た

お
祭
り
好
き
に
今
一
度
パ
ワ
ー
を
注
入
し
、
後

継
ぎ
を
育
て
、
で
っ
か
い
花
火
を
打
ち
上
げ
る

ぞ
ぉ
」
と
い
う
の
か
と
思
い
き
や
、
現
在
村
松

看
護
学
科

結
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
計
画
　
第
二
報

母
校
と
卒
業
生
を
つ
な
ぐ
「
結
ネ
ッ
ト
」

講
師
の
も
と
、
卒
業
生
三
名
で
「
卒
業
生
の
本

大
学
院
進
学
や
教
員
と
し
て
の
道
を
開
き
、
母

校
の
発
展
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
場
を
提
供
す

る
」
と
い
う
任
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。

お
祭
り
騒
ぎ
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
想
い
は
時

間
と
共
に
色
褪
せ
て
し
ま
っ
て
も
、
母
校
が
輝

き
を
失
わ
ず
、
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
と
活
躍
し

て
い
れ
ば
、
あ
な
た
の
看
護
の
原
点
と
し
て
、

大
学
で
の
四
年
間
の
思
い
出
は
輝
き
続
け
る
は

ず
。
リ
ク
ル
ー
ト
係
で
は
、
卒
業
生
と
母
校
を

結
び
、
共
に
歩
み
続
け
る
た
め
の
絆
作
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
看
護
学
科
助
手
　
遠
藤
知
典
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
言
語
聴
覚

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
北
を
中
心
と
し
た
関
連
機

関
（
病
院
・
福
祉
施
設
・
学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
園
な
ど
）
に
勤
務
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

方
や
一
般
の
方
と
共
に
学
び
交
流
す
る
場
と
し

て
、
ま
た
、
学
生
教
育
の
一
環
と
し
て
、
今
年

度
も
「
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

五
月
二
十
日
（
火
）
の
「
第
一
回
ミ
ニ
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
、
医
療
法
人
尚
寿
会
大
生
病
院
・

耳
鼻
咽
喉
科
・
大
前
由
紀
雄
先
生
か
ら
「
危
険

な
食
べ
方
・
安
全
な
食
べ
方
」
と
題
し
摂
食
嚥

下
障
害
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
看
護

師
、
介
護
職
員
、
大
学
教
員
、
保
育
士
、
言
語

聴
覚
士
、
学
生
な
ど
約
百
名
の
参
加
者
は
、
専

門
的
な
内
容
に
加
え
、
飲
み
込
み
の
実
技
な
ど

を
交
え
た
わ
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
講
演
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー

「
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

◇
　
◇
　
◇

「
第
二
回
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
七
月
二
十
九
日

（
火
）
の
予
定
。
本
大
学
言
語
聴
覚
学
科
・
田
中

裕
美
子
准
教
授
を
お
招
き
し
、「
学
習
の
躓
き
の

早
期
発
見
と
支
援
」
と
題
し
て
、
学
童
期
の
学

習
の
問
題
と
そ
の
支
援
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
く
予
定
。
本
大
学
職
員
、
関
連
施
設
職
員
、

学
生
は
参
加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
お
問
合
せ
は
以
下
へ
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
（
内
海
・
木
暮
・
中
込
）

電
話
　
　
０
２
８
７
―
２
４
―
１
１
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
８
７
―
２
４
―
１
０
０
３

（
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士
　
内
海
景
子
）

六
月
二
一
・
二
二
日
の
二
日
間
、
宇
都
宮
市

の
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
九
回

日
本
言
語
聴
覚
学
会
・
日
本
言
語
聴
覚
士
協
会

総
会
が
言
語
聴
覚
学
科
学
科
長
の
藤
田
郁
代
先

生
を
大
会
長
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
会
は
、

日
本
の
言
語
聴
覚
士
が
一
堂
に
会
す
る
学
会
で

あ
り
、
二
日
間
で
全
国
各
地
か
ら
約
二
〇
〇
〇

名
を
超
え
る
参
加
者
を
数
え
、
大
盛
況
で
あ
っ

た
。プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
会
長
講
演
、
特
別
講
演
、

教
育
講
演
、
市
民
公
開
講
座
、
臨
床
セ
ミ
ナ
ー
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
一

般
演
題
（
口
頭
・
ポ
ス
タ
ー
）
な
ど
多
彩
で
、

中
に
は
、
立
ち
見
が
出
て
、
さ
ら
に
入
場
制
限

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
会
場
が
出
る
ほ
ど
の

盛
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
日
目
の
夜
に
は
懇

親
会
が
、
谷
学
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
の

第
九
回
日
本
言
語
聴
覚
学
会
　
開
催

方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

本
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
部
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、

澄
ん
だ
音
色
に
参
加
者
全
員
が
癒
さ
れ
た
。

事
前
準
備
の
段
階
か
ら
当
日
に
至
る
ま
で
、

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
多
大
な
る
協
力
を
頂
い
た
。

そ
の
働
き
ぶ
り
は
、
協
会
理
事
の
先
生
か
ら
絶

賛
さ
れ
、
学
会
成
功
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
ま

た
、
栃
木
県
言
語
聴
覚
士
会
の
会
員
の
皆
様
に

は
多
大
な
る
協
力
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
教
　
谷
合
信
一
）

国
際
視
能
矯
正
学
会
は
斜
視
・
弱
視
の
視
能

「
国
際
視
能
矯
正
学
会
」
に
参
加

10

T
o

p
ic

s
ト
ピッ
ク
ス

リクルート係：左端から遠藤助手、村松講師、阿久津助手、藤
原助手ポスターセッションで討論中の筆者

優良賞に輝いた３作品
「Leaf」 五味沙織
「One Rainy Day」 鈴木頌太郎
「Who am I ?」 秋吉孝裕
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て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
準
備
を
終
わ

ら
せ
て
台
湾
に
向
か
い
、
苦
労
し
な
が
ら
も
無

事
に
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
個
人
的
に
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
国
際

交
流
へ
。
宿
泊
施
設
、
観
光
、
移
動
は
全
て
韓

国
や
台
湾
の
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
だ
っ
た

の
で
、
元
培
科
技
大
学
の
学
生
た
ち
も
含
め
て

相
互
文
化
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

滞
在
期
間
中
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

バ
ス
移
動
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
観
光
も
十
分

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
発
す
る
前
は

不
安
と
緊
張
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で
し
た
が
、

終
わ
っ
て
み
れ
ば
今
回
の
経
験
は
、
今
後
研
究

や
臨
床
に
携
わ
っ
て
い
く
上
で
大
き
な
経
験
値

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
放
射
線
・
情
報
科
学
分
野
・
修
士
課
程
　
小
西
良
幸
）

日
本
か
ら
の
参
加
者
は
本
学
二
名
、
佐
賀
大

学
四
名
で
し
た
。
参
加
学
生
の
専
攻
分
野
は
、

看
護
、
放
射
線
、
バ
イ
オ
、
心
理
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
保
健
医
療
に
貢
献
す
る
た
め
に
研

究
を
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

英
語
が
苦
手
な
私
は
、
出
発
前
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
か
心
配
で
し
た
。
し
か
し
、

四
日
間
、
寝
食
を
と
も
に
す
る
こ
と
で
、
互
い

に
理
解
が
深
ま
り
、
笑
い
の
絶
え
な
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
言
葉
や
文
化
の
違

い
が
あ
っ
て
も
保
健
医
療
分
野
に
お
い
て
同
じ

志
を
抱
い
て
い
る
者
同
士
の
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
領
域
の
方
と
の
交
流
は
、
現
在
の
保

健
医
療
の
動
向
や
課
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
生
き
た
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
看
護
師
の
役
割
拡
大
に
関
す
る
研
究
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
台
湾
の
看
護
師
の
役
割
に

つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
台
湾
の
看
護
師

は
、
患
者
の
生
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
優
先
し
、

医
師
の
指
示
が
な
く
て
も
救
急
処
置
を
行
う
な

ど
日
本
の
看
護
師
よ
り
も
裁
量
権
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
諸
外
国
で
は
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク

テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
と
い
う
診
療
・
処
方
が
で
き
る

看
護
師
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
近
隣
で
は
韓
国

で
の
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
活
躍
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
献
よ
り
も
事
実
を
見

聞
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
看
護
が
国
際
的
に
見

て
自
律
性
の
部
分
で
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
博
士
課
程
で
の

研
究
へ
の
強
い
動
機
づ
け
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
看
護
学
分
野
・
修
士
課
程
　
関
弘
子
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
は

質
の
高
い
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
で
き
る
医
師
を

育
成
す
る
た

め
に
、
平
成

一
七
年
よ
り

グ
ル
ー
プ
が

一
体
と
な
っ

て
「
中
央
臨

床
研
修
委
員

会
」
を
組
織

し
、
臨
床
研

修
指
定
病
院

（
国
際
医
療
福

祉
大
学
病
院
、

熱
海
病
院
、

三
田
病
院
、

高
木
病
院
）

初
期
臨
床
研
修
医
の

グ
ル
ー
プ
合
同

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催

の
支
援
・
研
修
医
の
募
集
・
合
同
研
修
の
企
画
・

指
導
医
の
養
成
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
四
月
十
七
〜
一
九
日
の
三
日
間
、
四

病
院
の
初
期
臨
床
研
修
医
一
六
名
を
一
堂
に
集

め
、
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
栃
木
地
区
と
東
京
地
区
に
お
い
て
、

高
木
理
事
長
、
谷
学
長
を
は
じ
め
多
数
の
方
々

か
ら
貴
重
な
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
人
格
涵
養
、
医
療
安
全
な
ど
の
基
本
理
念
は

医
療
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
若
き
医
師
に

と
っ
て
は
、
非
常
に
有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

ま
だ
日
常
の
医
療
経
験
の
少
な
い
初
期
臨
床

研
修
医
に
と
っ
て
は
、
研
修
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最

後
に
、
開
催
に
ご
協
力
賜
っ
た
皆
様
に
、
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
医
学
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長
　
北
島
政
樹
）

「
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
・
犯
罪
に
遭
わ
な

い
」
運
動
を
展
開
す
る
大
田
原
署
は
、
本
学
を

モ
デ
ル
大
学
に
指
定
し
、
五
月
二
七
日
、
石
原

春
雄
署
長
が
本
学
を
訪
れ
、
谷
修
一
学
長
に
委

嘱
状
を
手
渡
し
た
。

本
学
は
約
四
千
人
の
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
ア

パ
ー
ト
で
暮
ら
し
、
多
く
が
通
学
に
車
を
使
う

こ
と
か
ら
、
空
き
巣
や
車
上
荒
ら
し
な
ど
の
犯

罪
防
止
へ
の
意
識
高
揚
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

期
間
は
六
月
一
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
。

先
だ
っ
て
実
施
さ
れ
た
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
６
７
・
６
％
が
「
犯
罪
被
害
に
遭
う
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
不
安
を
覚
え
て
い
る
一
方
、

「
防
犯
意
識
高
揚
モ
デ
ル
大
学
」

に
指
定

６
７
・
９
％
が
空
き
巣
に
対
す
る
危
機
感
が
低

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

本
年
度
の
「
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式

会
社
奨
学
生
」
一
〇
名
、
及
び
「
国
際
医
療
福

祉
大
学
奨
学
生
」
二
七
名
が
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
次
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

●
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生

五
月
二
二
日
、
東
京
都
中
央
区
明
石
町
の
ニ

ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
本
社
に
お
い

て
、
同
社
の
岡
崎
名
誉
会
長
、
須
藤
会
長
、
立

山
社
長
、
本
学
の
高
木
理
事
長
、
谷
学
長
、
岩

尾
副
学
長
、
佐
々
木
学
生
部
長
ら
の
列
席
の
も

と
、
同
奨
学
生
一
〇
名
の
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
奨
学
生
制
度
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
有
為
な
専
門
職
の
育
成
を
目
指
す
本
学
の
趣

旨
に
賛
同
し
た
同
社
に
よ
り
、
平
成
九
年
に
同

社
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

設
け
ら
れ
た
。
奨
学
金
は
原
則
と
し
て
卒
業
ま

で
支
給
さ
れ
、
返
還
の
必
要
は
な
い
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
平
成
一
九
年
度
ま
で
に

九
一
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
な
お
、
今
年

度
の
応
募
者
は
三
五
名
だ
っ
た
。

●
国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

六
月
二
四
日
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

の
表
彰
式
が
栃
木
本
校
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
制
度
で
は
、
年
間
授
業
料
の
半
額
が
免

除
さ
れ
る
。

（
本
校
学
生
課
）

平
成
二
〇
年
度
奨
学
生
決
定
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社
会
資
源
は
「
個
人
や
集
団
の
生
活
上

の
諸
問
題
を
解
決
し
、
ま
た
は
充
足
す
る

た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
す
べ
て
」
と
定
義

さ
れ
ま
す
。
む
ろ
ん
、
介
護
保
険
制
度
も

社
会
資
源
の
一
つ
で
す
。
制
度
に
つ
い
て
、

臨
床
現
場
と
行
政
と
で
は
見
方
が
違
う
と

の
意
見
を
聞
き
ま
す
。
た
し
か
に
、
利
用

者
と
実
際
に
接
す
る
臨
床
現
場
で
は
、
希

望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
い
つ
で
も
十
分
に
提

供
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
行

政
（
厚
生
労
働
省
）
で
勤
務
し
た
経
験
を

踏
ま
え
、
大
切
な
社
会
資
源
（
制
度
）
を

よ
り
良
く
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
行
政
で
は
、
社

会
資
源
の
提
供
に
お
い
て
「
順
序
性
」
と

「
公
正
な
配
分
」
を
考
え
ま
す
。「
順
序
性
」

と
は
、
住
民
・
地
域
・
企
業
・
行
政
の
役

割
分
担
を
示
す
「
補
完
性
の
原
則
」
と
し

て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
身
の
回
り
の
問
題
は
、
ま
ず
は
個
人
や
家

庭
が
解
決
に
あ
た
り
（
自
助
）、
個
人
や
家

庭
で
解
決
で
き
な
い
問
題
は
地
域
で
解
決

し
（
共
助
）、
そ
れ
も
で
き
な
い
問
題
は
行

政
が
解
決
す
る
（
公
助
）」
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
家
庭
・
地
域
機
能
の
変
化
に

伴
い
、
行
政
が
対
応
す
る
問
題
の
範
囲
が

変
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

次
に
、「
公
正
な
配
分
」
に
つ
い
て
は

「
ア
メ
リ
カ
医
療
の
夢
と
現
実
（
ト
ー
マ

ス
・
Ｓ
・
ボ
ー
デ
ン
ハ
イ
マ
ー
、
ケ
ヴ
ィ

ン
・
グ
ラ
ム
バ
ッ
ハ
著
）」
の
記
述
が
参
考

に
な
り
ま
す
。
同
書
で
は
、
公
正
な
配
分

と
は
「
効
果
が
期
待
で
き
る
す
べ
て
の
医

療
を
す
べ
て
の
患
者
に
提
供
で
き
る
と
は

限
ら
な
い
場
合
、
財
源
も
含
め
、
医
療
費

に
投
入
さ
れ

る
資
源
を
制

限
し
、
同
時

に
限
ら
れ
た

資
源
を
公
平

に
分
配
す
る

こ
と
」
と
述

べ
て
い
ま

す
。
ま
た
、

人
口
集
団
全

体
と
個
々
の

患
者
に
対
す

る
資
源
供
給

の
ル
ー
ル
が

必
要
に
な
る

と
述
べ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
社
会
情
勢

を
考
慮
し
、「
公
助
」
の
範
囲
が
徐
々
に
見

直
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
平

成
一
八
年
度
の
介
護
保
険
制
度
報
酬
改
定

で
は
、
在
宅
と
施
設
お
よ
び
軽
度
者
と
中

重
度
者
の
配
分
に
お
い
て
、
改
定
率
に
メ

リ
ハ
リ
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
予
測

さ
れ
る
財
源
不
足
を
懸
念
し
、「
制
度
の
持

続
可
能
性
」
を
基
本
的
視
点
と
し
た
改
正

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
の
実
施
に
つ

い
て
社
会
情
勢
と
財
源
を
含
め
、
全
体
を

考
え
る
の
が
行
政
の
役
割
で
す
。

制
度
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
、
臨
床

現
場
と
行
政
は
役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
社
会
資
源
（
制
度
）
を
よ
り
良
く

育
む
た
め
に
は
互
い
の
役
割
を
理
解
し
、
制

度
を
「
と
も
に
支
え
る
」
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

●
保
健
医
療
学
部

﹇
看
護
学
科
﹈

飯
村
ま
ど
か
（
２
年
）

﹇
理
学
療
法
学
科
﹈

テ
ィ
テ
ィ
・
フ
ァ
テ
ィ
ラ
ー
（
１
年
）

﹇
言
語
聴
覚
学
科
﹈

大
谷
康
子
（
２
年
）

﹇
視
機
能
療
法
学
科
﹈

新
保
百
恵
　
（
２
年
）

﹇
放
射
線
・
情
報
科
学
科
﹈

佐
々
木
裕
史
（
２
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

﹇
医
療
福
祉
学
科
﹈

関
根
美
土
（
２
年
）

滝
沢
路
可
（
２
年
）

●
薬
学
部

﹇
薬
学
科
﹈

江
原
邦
明
（
２
年
）

●
小
田
原
保
健
医
療
学
部

﹇
理
学
療
法
学
科
﹈

岡
部
綾
（
２
年
）

●
福
岡
リ
ハ
学
部

﹇
作
業
療
法
学
科
﹈

片
山
綾
香
（
２
年
）

国
際
医
療
福
祉
大
学

●
保
健
医
療
学
部

﹇
看
護
学
科
﹈

関
口
ひ
か
り
（
２
年
）

原
美
代
子
（
３
年
）

西
沢
香
織
（
４
年
）

﹇
理
学
療
法
学
科
﹈

高
橋
典
明
（
２
年
）

坂
内
将
貴
（
３
年
）

佐
藤
亜
美
（
４
年
）

﹇
作
業
療
法
学
科
﹈

有
坂
由
希
（
２
年
）

大
場
麻
衣
（
３
年
）

上
部
甲
鏡
香
（
４
年
）

﹇
言
語
聴
覚
学
科
﹈

北
上
守
俊
（
２
年
）

額
賀
淳
尾
（
３
年
）

磯
侑
里
子
（
４
年
）

﹇
視
機
能
療
法
学
科
﹈

鈴
木
舞
（
２
年
）

谷
口
夏
季
（
３
年
）

小
久
保
紫
乃
（
４
年
）

﹇
放
射
線
・
情
報
科
学
科
﹈

八
巻
伸
（
２
年
）

鈴
木
美
樹
（
３
年
）

田
代
和
也
（
４
年
）

●
医
療
福
祉
学
部

﹇
医
療
経
営
管
理
学
科
﹈

永
井
沙
織
（
２
年
）

高
久
篤
史
（
３
年
）

柴
田
麻
記
子
（
４
年
）

﹇
医
療
福
祉
学
科
﹈

高
橋
亜
希
（
２
年
）

金
久
保
正
光
（
３
年
）

宇
賀
神
涼
子
（
４
年
）

●
薬
学
部

﹇
薬
学
科
﹈

齋
藤
美
咲
（
２
年
）

清
水
香
那
子
（
３
年
）

関
口
麻
由
美
（
４
年
）

■
奨
学
生
氏
名
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国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

臨
床
実
習
に
向
け
て

〜
実
習
生
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

学
生
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
前
期
試
験
が
終

わ
り
、
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
で
す
ね
。
学
科
に

よ
っ
て
は
前
期
か
ら
、
ま
た
夏
休
み
中
か
ら
現
場

で
の
臨
床
実
習
が
始
ま
り
、
期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
っ
た
心
地
良
い
緊
張
感
の
あ
る
日
々
に
な
り

ま
す
ね
。
後
期
、
特
に
九
月
か
ら
十
一
月
は
国
際

医
療
福
祉
大
学
病
院
も
院
内
至
る
と
こ
ろ
に
様
々

な
学
科
の
学
生
さ
ん
が
い
る
風
景
と
な
り
ま
す
。
生

き
生
き
実
習
し
て
い
る
学
生
さ
ん
も
い
れ
ば
、
不

安
な
面
持
ち
の
学
生
さ
ん
も
い
ま
す
。
私
も
本
学

の
卒
業
生
で
、
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

と
い
う
わ
け
で
今
回
は
、
臨
床
実
習
に
向
け
て

ど
ん
な
心
構
え
・
準
備
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
臨

床
現
場
か
ら
の
声
と
し
て
微
力
な
が
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
送
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
実
習
で
何
を
学
べ
ば
良
い
の
で
し

ょ
う
か
。
技
術
的
な
こ
と
？
患
者
様
の
こ
と
を
把

握
す
る
？
机
上
で
の
知
識
を
臨
床
で
確
認
す
る
？

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
確
か
に
重
要
で
す
が
、
現
場

で
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の
他
に
も
大
事
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
机
上
で
は
得
ら
れ
な
い
現
場

な
ら
で
は
の
、
患
者
様
や
目
上
の
ス
タ
ッ
フ
と
の

接
し
方
も
学
び
、
自
己
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
確
認
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
挨
拶
が
き

ち
ん
と
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
で
き
る
、
困
っ
た

と
き
に
質
問
で

き
る
、
専
門
知

識
を
含
め
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と

に
気
が
つ
け
る

等
の
観
察
力
や

状
況
判
断
能
力

も
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
能
力

は
、
経
験
の
積

み
重
ね
で
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
患
者
様
と
ス
タ

ッ
フ
が
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
同
士
が
ど
ん
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
患
者
様
の
た
め
に
ど

ん
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
か
、
よ
く
見
て
体
験
し

て
く
だ
さ
い
。

な
か
な
か
実
習
地
に
慣
れ
な
く
て
、
や
っ
と
慣

れ
て
き
た
頃
実
習
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
方
、

実
習
期
間
で
の
目
標
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
一
週
目

は
現
場
に
慣
れ
る
、
二
週
目
は
一
日
五
回
質
問
す

る
な
ど
の
自
分
な
り
の
目
標
を
立
て
て
み
る
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
緊
張
し
や
す
く
患
者
様
を
前
に

す
る
と
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
う
方
、
実
習
地
を

予
め
見
学
す
る
、
患
者
様
を
想
定
し
て
模
擬
練
習

等
の
具
体
的
な
事
前
準
備
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
現
場
で
ど
の
よ
う
に
動
い
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
・
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
方
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
で
な
く
と
も

身
近
で
聞
き
や
す
い
ス
タ
ッ
フ
を
み
つ
け
、
話
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
は
一
つ
の
提
案
で
す
。
学
科
毎
に
実
習

ス
タ
イ
ル
も
異
な
り
、
個
人
の
特
性
や
環
境
も
違

い
ま
す
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
応
用
で

き
る
部
分
が
あ
る
と
よ
い
で
す
ね
。
実
習
が
実
り

あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
　
宮
崎
朋
美
）

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院

「
東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病
院
」
に
認
定

本
年
四
月
、
三
田
病
院
は
「
東
京
都
認
定
が
ん

診
療
病
院
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
都
認
定

が
ん
診
療
病
院
と
は
、
東
京
都
が
都
民
に
高
度
な

が
ん
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
国
が
指
定
す
る
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
同
等
の
高
度
な
が
ん
診

療
機
能
を
有
す
る
病
院
を
選
定
し
認
定
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
た
び
三
田
病
院
は
以
下
の
九
病
院
と

と
も
に
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
病
院

東
京
都
済
生
会
中
央
病
院

順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
順
天
堂
医
院

昭
和
大
学
病
院

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

慶
応
義
塾
大
学
病
院

厚
生
年
金
病
院

東
京
医
科
大
学
病
院

日
本
医
科
大
学
多
摩
永
山
病
院

東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病
院
の
機
能
は
、「
高
度

な
が
ん
医
療
」
や
「
緩
和
ケ
ア
の
提
供
」、「
が
ん

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
実
施
」、「
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」、「
院
内
が
ん
登
録
の
実
施
」、

「
紹
介
機
関
に
対
す
る
精
密
検
査
結
果
の
報
告
」
な

ど
が
ん
に
関
す
る
様
々
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
認
定
を
機
に
、
が
ん
診
療
の
一
層
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
院
内
研
修
会
レ
ポ
ー
ト

院
内
で
行
わ
れ
て
い
る
数
々
の
研
修
会
か
ら
今

回
は
次
の
三
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
学
術
図
書
委
員
会
主
催

日
　
時
　
四
月
十
日
（
木
）

演
　
者
　
北
島
政
樹
院
長

テ
ー
マ
「
二
一
世
紀
外
科
の
目
指
す
先
進
医
療
」

新
入
職
員
を
は
じ
め
、
約
二
百
名
の
職
員
が
参

加
し
、
質
疑
応
答
で
は
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

②
医
療
安
全
対
策
室
研
修
会

日
　
時
　
六
月
十
七
日
（
火
）

演
　
者
　
東
京
都
保
健
福
祉
局
健
康
安
全
部

薬
務
課
麻
薬
対
策
担
当
係

市
谷
祐
司
様

テ
ー
マ
「
麻
薬
・
向
精
神
薬
の
取
扱
い
と
事
例

報
告
」

③
が
ん
治
療
支
援
・
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
研
修
会

日
　
時
　
六
月
十
九
日
（
木
）

演
　
者
　
本
学
大
学
院
小
畠
秀
吾
准
教
授

テ
ー
マ
「
が
ん
診
療
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
」

（
総
務
企
画
課
）

平
成
一
九
年
度
は
、
薬
学
部
と
福
岡
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
が
開
設
三
年
目
、
さ
ら
に

小
田
原
保
健
医
療
学
部
も
開
設
二
年
目
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
完
成
年
度
へ
向
け
て
の
中
長
期
計

画
途
上
に
あ
る
年
度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
新
設
三
学
部
の
進
行
年
次
途
上
に

あ
る
今
期
で
、
約
二
三
億
円
の
減
価
償
却
前
利

平
成
一
九
年
度

学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学

決
算
報
告

益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
基

本
金
は
こ
の
三
年
間
で
一
〇
〇
億
円
以
上
の
増

加
を
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
施
設
や
教
育

設
備
が
充
実
し
て
き
て
、
計
画
通
り
規
模
が
拡

大
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
な
お
、
平
成
二

三
年
度
に
新
設
三
学
部
が
揃
う
完
成
年
度
を
迎

え
る
が
、
今
期
と
比
較
す
る
と
約
一
六
億
円
の

増
収
と
な
り
、
財
務
体
力
・
経
営
内
容
と
も
に

飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
経
理
部
長
　
鐘
江
高
之
）
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講演する北島政樹院長

保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
　
講
師

下
井
俊
典

私
は
、
学
生
か
ら
「
〜
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
言
わ
れ
る
と
、
無
性
に
腹
が
立
ち
ま
す
。
会

話
の
途
中
で
、
何
故
い
ち
い
ち
確
認
さ
れ
な
き

ゃ
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
腹
が
立

ち
ま
す
。
ま
し
て
や
、
自
分
よ
り
年
上
の
人
か

ら
も
「
〜
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
言
わ
れ
た
日

に
は
、
怒
り
よ
り
も
ガ
ッ
カ
リ
感
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
時
期
、
こ
の
「
〜
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と

い
う
表
現
に
、
何
故
違
和
感
が
あ
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
、
数
冊
の
日
本
語
本
を
読
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
書
い
た
も

の
な
ど
も
読
み
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
非

常
に
す
っ
き
り
し
た
読
後
感
が
あ
っ
た
の
が
、

こ
の
本
で
す
。

何
故
、
他
の
本
と
違
っ
て
、
こ
の
本
の
読
後

感
が
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

先
ほ
ど
の
「
〜
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
の
よ
う

な
、
誤
用
な
ど
を
生
じ
さ
せ
る
話
し
手
の
心
理

や
社
会
環
境
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
の
は
、
他

の
日
本
語
本
と
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
本

が
他
の
日
本
語
本
と
一
線
を
画
し
て
い
る
の
は
、

誤
用
を
聞
く
側
か
ら
単
に
誤
用
を
指
摘
、
糾
弾

す
る
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
本
で
は
、
目
線
を
誤
用
す
る
側
に
合
わ
せ
て
、

誤
用
と
し
て
用
い
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
も
言

及
し
て
い
る
の
で
す
。

誤
用
を
糾
弾
し
な
い
例
と
し
て
、
言
葉
は
使

わ
れ
て
い
る
う
ち
に
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
部

分
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
す
ご
い
疲
れ
た
」

と
い
う
表
現
で
は
、
本
来
、
形
容
詞
の
連
用
形

で
あ
る
『
す
ご
く
』
を
用
い
る
の
が
、
文
法
上

で
は
正
し
い
用
法
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
本
で

は
、「
す
ご
い
〜
」
と
使
わ
れ
て
い
る
事
例
を

示
し
、
用
法
が
固
定
し
た
い
わ
ゆ
るdefact

standard

（
事
実
上
の
標
準
）
と
し
て
使
用
で

き
る
と
し
て
い
ま
す
。

人
の
表
現
が
気
に
な
っ
て
、
こ
の
本
を
読
ん

で
い
ま
し
た
が
、
読
み
進
む
う
ち
に
、
自
分
も

変
な
表
現
を
知
ら
な
い
う
ち
に
使
っ
て
い
た
こ

と
に
も
気
が
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
時
々
挿
入
さ

れ
て
い
る
漫
画
も
楽
し
く
、
肩
肘
張
ら
ず
に
読

め
る
本
で
す
の
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
気
楽

に
お
す
す
め
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ト
ピ
ッ
ク
と

し
て
い
る
表
現
以
外
に
関
し
て
も
、
コ
ラ
ム
の

形
で
多
く
の
日
本
語
表
現
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
活
用
形
や
漢

語
と
和
語
と
い
っ
た
文
法
上
の
知
識
を
必
要
と

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
学
生
の

み
な
ら
ず
、
先
生
方
に
も
お
す
す
め
で
き
る
本

で
す
。
正
し
い
表
現
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
実
習
前
の
学
生

さ
ん
に
は
、
特
に
読
む
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
だ
っ
て
、
学
生
が
使
っ
て
い
る
言
葉
が
変

だ
か
ら
っ
て
、
実
習
と
か
で
怒
ら
れ
る
の
は
い

や
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ぁ
。

の
おすすめ
本

私 第9回
北
原
保
雄
編
　
問
題
な
日
本
語

大
修
館
書
店

附
属
病
院 N

ew
s

:A
ffiliated

Facilities

施
設
イ
ン
フォメー
ション

科目 本年度末 前年度末 増減

資産の部

固定資産 41,835,282 41,662,163 173,119

有形固定資産 41,075,966 40,798,491 277,475

土地 11,965,016 11,875,118 89,898

建物 21,204,373 20,375,490 828,883

構築物 1,249,084 1,211,551 37,533

教育研究用機器備品 4,671,497 4,959,275 △ 287,778

その他の機器備品 1,226,277 1,161,892 64,385

図書 585,972 527,355 58,617

車輌 12,123 12,694 △ 571

建設仮勘定 161,624 675,116 △ 513,492

その他の固定資産 759,316 863,672 △ 104,356

借地権 2,190 2,190 0

電話加入権 4,488 3,010 1,478

水道施設利用権 361 542 △ 181

有価証券 125,000 425,000 △ 300,000

長期貸付金 74,220 58,675 15,545

差入保証金 543,057 364,255 178,802

学科増設引当特定資産 0 0 0

長期預け金 10,000 10,000 0

流動資産 8,598,522 7,305,116 1,293,406

資産の部　合計 50,433,804 48,967,279 1,466,525

負債の部

固定負債 8,741,223 8,565,201 176,022

流動負債 8,916,701 8,316,761 599,940

負債の部　合計 17,657,924 16,881,962 775,962

基本金の部

第１号基本金 38,916,080 38,336,346 579,734

第４号基本金 1,676,000 1,384,000 292,000

基本金の部　合計 40,592,080 39,720,346 871,734

消費収支差額の部

翌年度繰越消費支出超過額 7,816,200 7,635,029 181,171

消費収支差額の部 合計 △ 7,816,200 △ 7,635,029 △ 181,171

負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部　合計 50,433,804 48,967,279 1,466,525

貸借対照表 平成20年3月31日 （単位:千円）消費収支計算書
本年度（自　平成19年4月 1日　至　平成20年3月31日）
前年度（自　平成18年4月 1日　至　平成19年3月31日）

（単位:千円）

科目　 摘要 本　年　度 前　年　度 増　　減

消費収入の部

学生生徒等納付金 7,180,412 6,360,874 819,538

手数料 190,453 233,275 △ 42,822

寄付金 630,009 372,881 257,128

事業収入 291,987 213,970 78,017

医療収入 21,121,871 13,227,324 7,894,547

資産運用収入 19,237 56,391 △ 37,154

補助金 956,288 907,284 49,004

雑収入 305,582 367,828 △ 62,246

資産売却収入 216,563 400 216,163

帰属収入合計 30,912,402 21,740,227 9,172,175

基本金組入額 △ 871,734 △ 4,376,834 3,505,100

消費収入合計 30,040,668 17,363,393 12,677,275

消費支出の部

人件費 12,635,217 9,350,956 3,284,261

教育研究経費 2,542,207 2,103,903 438,304

医療経費 8,678,430 6,034,824 2,643,606

管理経費 6,201,713 3,986,100 2,215,613

借入金等利息 164,272 133,967 30,305

資産処分差額 0 0 0

徴収不能引当金繰入 0 0 0

消費支出合計 30,221,839 21,609,750 8,612,089

消費収支差額 △ 181,171 △ 4,246,357 4,065,186

▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/

附
属
病
院



▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/

▼　山王病院　103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp/

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院

「
看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
」
開
催

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生

日
に
ち
な
み
、

毎
年
五
月
一
二

日
は
「
看
護
の

日
」。
こ
の
日

を
含
む
週
の
日

曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
が
「
看

護
週
間
」
で
す
。

少
子
高
齢
化

社
会
を
地
域
の

人
々
が
生
き
生
き
と
生
活
し
、
支
え
あ
っ
て
い

く
た
め
に
は
看
護
の
心
、
助
け
合
い
の
心
を
育

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
院
で
は
、
こ
の
「
看

護
の
日
」
に
ち
な
み
毎
年
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
五
月
一
三
日
（
火
）

に
開
催
し
ま
し
た
。

【
計
測
・
測
定
】

身
長
・
体
重
・
体
脂
肪
・
握
力
・
血
圧
・
腹
囲

【
展
示
コ
ー
ナ
ー
】

介
護
支
援
グ
ッ
ズ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
紹

介
・
栄
養
相
談
（
試
食
・
栄
養
相
談
資
料
）

今
年
は
「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
対
策
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
計

測
・
測
定
に
加

え
、
医
療
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、

展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
介
護
用
品
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
使
用
法
の
説
明
、
栄
養
相
談
で
は
資

料
の
配
布
に
加
え
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま

し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
「
聞
い
た
こ
と
が

あ
っ
て
も
怖
く
て
触
れ
な
か
っ
た
」「
自
分
で
も

使
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」
と
い
っ
た
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
お
子
様
向
け
に
、
飴
の
つ
か
み
取
り

や
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
講
習
会
」
開
催

五
月
二
三
日
（
金
）
に
、
横
浜
市
立
市
民
病

院
感
染
症
部
長
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
厚
生
科

学
審
議
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
感
染
症
に
つ

い
て
深
い
造
詣
を
お
持
ち
の
相
楽
裕
子
先
生
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
今
後
感
染
拡
大
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は

「
フ
ェ
ー
ズ
４
以
降
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
　
―
中
核
病
院
の
役
割
―
」

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
今
年
四
月
二
九

日
に
十
和
田
湖
の
白
鳥
か
ら
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ｈ
５
Ｎ
１
型
が
検
出
さ
れ
る
と
い
う
差
し
迫

っ
た
状
況
に
あ
り
、
熱
海
・
伊
東
医
療
圏
の
中

核
病
院
と
し
て
、
ま
た
感
染
症
病
棟
を
許
可
さ

れ
て
い
る
当
院
と
し
て
も
綿
密
な
対
策
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
職
員
約
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講

演
に
引
き
続
き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ

れ
、
さ
ら
に
終
了
後
も
、
職
員
か
ら
相
楽
先
生

へ
の
質
問
が
続
い
て
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

当
院
で
の
関
心
の
高
さ
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
講
演
内
容
を
踏
ま
え
、
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
等
の
参
考
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
）

16

▼　国際医療福祉大学熱海病院　10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp/

山
王
病
院

新
院
長
自
己
紹
介

国
際
医
療
福
祉
大
学
学

部
・
大
学
院
の
皆
様
こ
ん
に

ち
は
。
国
際
医
療
福
祉
大
学

関
連
病
院
の
一
つ
山
王
病
院

に
院
長
と
し
て
着
任
し
た
堤

で
す
。
新
任
の
挨
拶
と
山
王
病
院
特
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す

か
。
私
自
身
を
振
り
返
る
と
「
秩
父
夜
祭
」
や
「
芝
桜
」

で
有
名
な
田
舎
の
埼
玉
県
秩
父
市
か
ら
上
京
、
大
学
に

入
学
し
ま
し
た
。
通
学
で
渋
谷
駅
に
立
つ
と
、
山
手
線

の
電
車
が
発
車
し
て
ま
だ
最
後
尾
が
見
え
る
う
ち
に
、
次

の
電
車
が
入
っ
て
く
る
様
子
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
学
生
時
代
は
軟
式
テ

ニ
ス
部
、
ス
キ
ー
部
、
ス
ケ
ー
ト
部
な
ど
に
加
わ
り
、
青

春
を
謳
歌
し
た
も
の
で
す
。
医
学
部
を
卒
業
後
当
時
か

ら
人
手
不
足
は
深
刻
だ
っ
た
産
科
婦
人
科
医
の
道
を
選

び
、
出
産
や
手
術
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
サ
ブ
ス
ペ
シ

ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
生
殖
医
療
（
不
妊
治
療
）
に
従

事
し
、
腹
腔
鏡
下
手
術
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

四
月
に
山
王
病
院
転
出
し
ま
し
た
が
、
東
大
在
職
中
の

一
番
の
思
い
出
は
東
宮
職
御
用
掛
と
し
て
東
宮
妃
殿
下

の
ご
懐
妊
を
拝
診
、
ご
出
産
が
安
産
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

山
王
病
院

山
王
病
院
は
港
区
赤
坂
、
地
下
鉄
乃
木
坂
駅
と
青
山
一

丁
目
駅
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
は
、
都
会
的
な
空
間
を
彩
る
高
さ
二
七
ｍ
の

ア
ト
リ
ウ
ム
が
あ
り
、
病
院
と
は
思
え
な
い
ぬ
く
も
り
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。
診
療
体
制
は
、
一
五
の
診
療
科
と
三
つ

の
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
各
科
の
診
療
内
容

や
医
師
の
専
門
や
履
歴
は
山
王
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（www.sannoclc.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

女
性
が
社
会
で
活
躍
す
る
機
会
が
増
え
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
す
る
に
伴
い
女
性

の
病
気
の
発
生
時
期
や
頻
度
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
子
宮
筋
腫
や
子
宮
内
膜
症
は
最
近
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、
不
妊
症
も
七
組
に
一
組
と
い
う
程
増
え

て
い
ま
す
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ツ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
わ
れ

わ
れ
は
、
そ
の
健
康
・
権
利
を
守
り
、
女
性
が
子
ど
も

を
作
り
た
い
と
き
に
作
れ
る
よ
う
に
必
要
な
場
合
は
手

助
け
を
し
ま
す
。

腹
腔
鏡
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

先
に
述
べ
た
病
気
の
治
療
を
内
視
鏡
手
術
で
お
こ
な
い
、

お
腹
を
切
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
傷
あ
と
が

残
ら
な
い
、
術
後
の
痛
み
が
少
な
い
と
い
う
だ
け
で
な

く
よ
り
精
密
な
手
術
も
可
能
に
な
り
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
ヘ
ル
ス
を
守
る
切
り
札
と
も
い
え
ま
す
。
腹
腔
鏡

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
サ
イ
ト：

www.dr-tsut-
sum
i.jp

も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
生
殖
医
療
で
は
、

必
要
に
応
じ
て
、
人
工
授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精

等
のassistedreproductivetechnology

（ART

）
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
生
殖
医
療
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事

な
こ
と
も
あ
り
、
リ
プ
ロ
セ
ン
タ
ー
は
土
日
祭
日
も
オ

ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

山
王
病
院
で
は
院
長
職
と
同
時
に
、
一
般
外
来
や
生

殖
補
助
医
療
、
腹
腔
鏡
下
手
術
、
妊
娠
や
出
産
の
現
場

で
も
大
勢
の
患
者
さ
ん
と
接
し
て
い
ま
す
。
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
で
「
病
院
ら
し
く
な
い
」
と
い
わ
れ
る
山
王

病
院
で
す
が
、
職
員
一
同
地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

将
来
皆
さ
ん
と
も
一
緒
に
働
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
大
変

嬉
し
く
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
山
王
病
院
院
長
　
堤
　
治
）

▼　化学療法研究所附属病院 1047-375-1111 http://www.kaken-hp.or.jp/
施設インフォメーション

新
宿
け
や
き
園

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
障
害
者
支
援
施
設
「
新

宿
け
や
き
園
」
は
、
昨
年
二
月
に
着
工
、
約
一
年
一

カ
月
か
け
て
六
階
建
て
の
施
設
が
完
成
し
、
去
る
六

月
一
日
、
無
事
、
開
設
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
に
は
、
グ
ル
ー
プ
皆
様
方
の
多
大
な
る

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
と
も
引
き
続
き
ご
指
導
、

ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
施
設
は
、
新
宿
区
で
は
初
め
て
と
な
る
ユ
ニ

ッ
ト
型
個
室
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
入
所
定

員
一
〇
〇
名
、
短
期
入
所
定
員
一
〇
名
）、
認
知
症

対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
定
員
二
〇
名
）、
障
害
者

入
所
支
援
（
定
員
一
〇
名
、
短
期
入
所
二
名
）、
生

活
介
護
（
二
〇
名
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
一
・
二
階
に
は
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
配

置
し
、
地
域
の
方
々
の
日
常
生
活
に
溶
け
込
め
る

施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
現
場
で
は
、
経
験
豊
富
な
職
員
が
今
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
て

新
入
職
員
の
指
導
に

あ
た
り
、
新
入
職
員

も
ま
た
そ
の
指
導
に

応
え
る
よ
う
皆
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
入
所
の
方
も
順

次
受
入
れ
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
不
慣
れ
な
点
も
あ
り
、「
け
や
き

園
街
」
は
大
騒
ぎ
状
態
？
　
で
す
。

施
設
の
場
所
は
、
新
大
久
保
、
大
久
保
、
高
田

馬
場
の
各
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
に
立
地
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
職
員
の
方
々
は
是
非
一
度
、

見
学
に
来
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

入
所
者
の
方
の
施
設
で
の
生
活
は
単
調
に
な
り

が
ち
で
す
。
施
設
生
活
を
楽
し
ん
で
頂
く
た
め
に

は
納
涼
祭
、
誕
生
会
等
の
行
事
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
際
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協
力
な

く
し
て
は
行
え
ま
せ
ん
。
歌
が
得
意
で
人
前
で
歌

う
こ
と
が
好
き
、
バ
イ
オ
リ
ン
が
弾
け
る
、
ピ
ア

ノ
が
弾
け
る
、
太
鼓
が
得
意
で
盆
踊
り
の
際
に
は

い
つ
も
た
た
い
て
い
る
、
腹
話
術
が
で
き
る
等
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
い
施
設
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
車
椅
子

を
押
す
の
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
日
常

生
活
の
簡
単
な
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

も
大
歓
迎
で
す
。

「
新
宿
け
や
き
園
」
は
入
所
者
、
ご
家
族
の
方
々

に
安
心
し
て
利
用
し
て
頂
け
る
施
設
、
地
域
に
根

ざ
し
、
近
隣
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
職
員
の
皆
様
方
は
、
奮
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
新
宿
け
や
き
園
　
平
石
守
）

IUHW 2008.7.2017

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院

「
オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

三
月
一
六
日
（
日
）、
新
病
棟
の
竣
工
一
周
年
を

記
念
し
、
病
院
を
一
日
開
放
す
る
『
化
研
病
院
オ

ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
〜
来
て
・
見
て
・
体
感
し
ま

せ
ん
か
？
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
放
射
線
室
、
内
視
鏡

室
、
化
学
療
法
室
な
ど
の

見
学
や
、
六
、
七
月
に
事

業
開
始
を
予
定
し
て
い
る

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
、
人
工
透
析
室
を
プ
レ
公
開
。
各
所
に
置
か

れ
た
神
経
内
科
医
監
修
の
簡
単
な
質
問
に
答
え
て

い
く
と
物
忘
れ
度
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
で
は
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
積
極

的
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
外
来
診
察
室
や
リ
ハ
室
な
ど
を
使
用
し
、
顕

微
鏡
に
よ
る
が
ん
細
胞
の
観
察
、
聴
診
器
の
診
察

体
験
、
白
衣
を
着
用
し
た
記
念
撮
影
会
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
、
看
護
師
な
ど
に
よ
る
血
圧
、
体

脂
肪
、
骨
密
度
の
測
定
を
行
う
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ

ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
置
。
長
い
行
列
が
で
き
、

ま
だ
肌
寒
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
館
内
は
熱
気

で
溢
れ
て
い
ま
し

た
。そ

し
て
昨
年
よ

り
始
ま
っ
た
地
域

住
民
向
け
の
公
開

講
座
「
第
四
回
け

ん
こ
う
教
室
」
で

は
、
医
師
に
よ
る

「
胆
石
症
」
に
関
す
る
講
演
、
理
学
療
法
士
に
よ
る

講
演
と
リ
ハ
ビ
リ
健
康
体
操
が
行
わ
れ
、
定
員
二

〇
〇
人
の
会
場
を
埋
め
尽
く
す
人
た
ち
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
全
国
に
先
駆
け
「
健
康
都
市
」
を
宣

言
し
て
い
る
地
元
市
川
市
が
、
本
年
一
〇
月
開
催

の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康
都
市
世
界
大
会
（
国
内
で
初
）
Ｐ

Ｒ
ブ
ー
ス
を
、
ま
た
市
川
市
の
健
康
都
市
推
進
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
団
体
「
健
都
会
」
が
「
生
活

力
・
体
力
測
定
」
ブ
ー
ス
を
、
ま
た
国
際
医
療
福

祉
大
学
が
「
大
学
紹
介
」
ブ
ー
ス
を
出
展
。
さ
ら

に
は
近
隣
住
民
に
よ
る
絵
画
展
や
楽
器
演
奏
会
、
介

護
福
祉
関
連
機
器
の
展
示
会
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な

ど
多
彩
な
催
し
を
用
意
し
ま
し
た
。
当
日
は
家
族

連
れ
な
ど
七
百
人
を
超
え
る
来
場
が
あ
り
、
楽
し

み
な
が
ら
「
医
療
」「
健
康
」
そ
し
て
「
当
院
」
へ

の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
企
画
は
、
地
域
の
人
た
ち
に
病
院

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
全
国
各
地
の
病
院

で
取
り
組
み
は
じ
め
て
い
る
も
の
で
す
。
当
グ
ル

ー
プ
内
施
設
で
は
初
の
試
み
で
し
た
が
、
約
七
〇

名
の
参
加
し
た
職
員
が
、
職
種
の
枠
を
超
え
、
ひ

と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
職

員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
四

月
に
は
診
療
科
の
新
設
や
新
入
職
者
が
多
数
加
わ

り
、
こ
の
勢
い
を
今
年
度
の
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
総
務
企
画
課
）

快晴の空とエアアーチ

顕微鏡をのぞく少年と研究所長

小さなナースと看護部長

みんなで体操

附
属
病
院

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
東
京
地
区
）

1階地域交流スペース



▼　国際医療福祉大学附属三田病院　103-3451-8121 http://mita.iuhw.ac.jp/
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▼　高木病院　10944-87-0001 http://www.kouhoukai.org/takagi/

高
木
病
院

第
二
回
大
川
市
「
未
病
と
健
康
の
つ
ど
い
」

「
メ
タ
ボ
っ
て
何
か
知
っ
て
る
？
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
第
二
回
大
川
市
「
未
病
と
健
康
の
つ
ど

い
」
が
五
月
二
五
日
（
日
）、
大
川
市
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
集
ま
っ
た
市
民
約

三
０
０
人
が
肥
満
や
内
臓
脂
肪
蓄
積
が
も
た
ら

す
怖
さ
を
知
り
、
メ
タ
ボ
予
防
の
運
動
と
食
事

に
つ
い
て
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

大
川
市
と
日
本
未
病
シ
ス
テ
ム
学
会
の
主
催
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部
の
共
催
、
大
川
三
潴
医
師
会
な
ど
の
後

援
で
開
か
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
に
次
い

で
二
回
目
。
事
務
局
を
高
木
病
院
が
引
き
受
け

ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
山
本
匡
介
・
日
本
未
病
シ

ス
テ
ム
学
会
常
任
理
事
・
高
木
病
院
院
長
（
開

催
責
任
者
）
と
植
木
光
治
・
大
川
市
長
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
、
松
本
英
則
・
大
川
三
潴
医
師
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
、
山
本
院
長
が
「
健
診
か

ら
見
た
メ
タ
ボ
の
実
態
」
と
題
し
、
高
木
病
院

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
五

一
〇
七
人
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
メ
タ
ボ
の
高
い

有
病
率
（
男
性
一
七
・
三
％
、
女
性
二
・
一
％
）

を
実
証
し
ま
し
た
。

次
い
で
清
原
裕
・
九
州
大
学
大
学
院
教
授
が
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
な
ぜ
怖
い
」
と

題
し
、
四
〇
数
年
に
お
よ
ぶ
福
岡
県
久
山
町
に

お
け
る
全
町
民
疫
学
調
査
の
デ
ー
タ
を
駆
使
し

て
、
メ
タ
ボ
が
糖
尿
病
・
が
ん
・
認
知
症
発
生

の
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
て
い
る
、
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
ま
し
た
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
メ
タ
ボ
に
な
ら
ず
に
す

む
の
か
。
庄
野
菜
穂
子
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
医

科
学
研
究
所
長
（
佐
賀
市
）
は
タ
イ
プ
別
の
食

生
活
の
改
善
法
を
示
し
、
食
と
と
も
に
運
動
の

大
切
さ
を
訴
え
、
会
場
全
員
が
立
ち
上
が
っ
て

手
足
を
伸
ば
す
運
動
指
導
も
行
い
ま
し
た
。

休
憩
後
の
特
別
講
演
で
は
、
日
本
肥
満
学
会

理
事
長
の
松
澤
佑
次
・
住
友
病
院
院
長
（
大
阪

市
）
が
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
内

臓
脂
肪
」
の
演
題
で
、「
運
動
が
な
ぜ
よ
い
か
、

そ
れ
は
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク

チ
ン
が
増
え
る
か
ら
だ
。
健
康
を
維
持
す
る
に

は
一
に
運
動
、
二
に
食
事
、
し
っ
か
り
禁
煙
、

お
酒
は
適
度
に
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

（
注
）
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
　
脂
肪
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ

る
ホ
ル
モ
ン
。
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
を
高
め
た
り
、
脂

肪
を
燃
焼
さ
せ
た
り
、
血
栓
予
防
や
動
脈
硬
化
予
防
の

作
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
広
報
室
　
鶴
田
憲
司
）

シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち

福
岡
市
の
新
都
心
・
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
に

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

「
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
も
ち
」
が
誕
生
！

国
際
医
療
福
祉
大
学
・
高
邦
会
グ
ル
ー
プ
が
、

福
岡
市
の
シ
ー
サ
イ
ド
も
も
ち
（
早
良
区
百
道

浜
）
で
、
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
シ
ー

サ
イ
ド
も
も
ち
開
発
事
業
」
の
一
部
と
な
る
「
総

合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
も
ち
」
が
こ
の
ほ
ど
開
設

し
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
医
療
法
人
社
団
高
邦

会
を
中
心
に
し
て
、
福
岡
市
の
新
都
心
・
シ
ー

サ
イ
ド
も
も
ち
に
、
病
院
や
学
校
そ
し
て
福
祉

施
設
が
一
体
と
な
っ
た
複
合
施
設
を
建
設
す
る

と
い
う
も
の
。
そ
の
福
祉
部
門
の
拠
点
と
な
る

の
が
、
今
年
４
月
に
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院

と
同
時
に
完
成
し
た
「
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も

も
ち
」
で
す
。
提
供
し
て
い
く
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
、
通
所
介
護
事

業
で
、
併
せ
て
グ
ル
ー
プ
病
院
の
福
岡
中
央
病

院
で
は
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
、
介
護
に

お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題

に
対
し
て
、

総
合
的
に
相

談
を
受
け
付

け
、
ご
本
人

や
ご
家
族
の

身
に
な
っ
て

対
応
し
ま

す
。
ま
た
、

介
護
保
険
利

用
に
関
す
る

こ
と
や
地
域

の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
情
報

提
供
な
ど
も

行
い
ま
す
。

通
所
介
護

事
業
を
行
う
、

「
ア
ク
ト
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ
も

も
ち
」
で
は
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
（
入
浴
、
食

事
、
趣
味
活
動
）
や
機
能
訓
練
（
パ
ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。

福
岡
中
央
病
院
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
生
活
に
お
い
て
日
常
生
活
活
動
の
自

立
と
社
会
参
加
の
向
上
を
図
り
、
障
害
を
持
っ

た
方
が
在
宅
の
環
境
に
適
応
で
き
る
よ
う
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
が
訪

問
し
、
自
立
支
援
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

「
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も
も
ち
」
は
、
シ
ー
サ

イ
ド
も
も
ち
の
景
観
に
な
じ
ん
だ
、
落
ち
着
い

た
外
観
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
建
物
の
内
部
は
、

木
目
調
の
内
装
で
、
温
か
み
の
あ
る
こ
だ
わ
り

の
家
具
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
快
適
な
空

間
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
所
介
護
事
業
で

は
、
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
最
新
機

器
も
備
え
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
職

も
勤
務
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
方
が
気

軽
に
集
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
空
間
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。（

九
州
・
広
報
　
原
田
ち
は
る
）

▼　総合ケアセンターももち　1092-831-1900

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
九
州
地
区
）

施設インフォメーション

IUHW 2008.7.2019

全員で行ったメタボ退治の運動

総合ケアセンターももち

デイルーム：日当たりもよく心地良い空間

医
療
福
祉
学
部
医
療
福
祉
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
（
仮
称
）

が
誕
生
し
ま
す
！

●
介
護
福
祉
コ
ー
ス

介
護
福
祉
士
と
社
会
福
祉
士
の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取

得
し
て
、
介
護
福
祉
領
域
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
め
ざ
す
コ

ー
ス
。
将
来
、
専
門
介
護
福
祉
士
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
め
ざ
す
人
に
は
最
適
の
コ
ー
ス
で
す
。
卒
業
生
は
介
護

福
祉
施
設
や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
機
関
な
ど
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

●
精
神
保
健
福
祉
コ
ー
ス

社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
得
し
て
、
精
神
保
健
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
め
ざ

す
コ
ー
ス
。
本
コ
ー
ス
は
、
過
去
受
験
者
の
ほ
ぼ
１
０
０
％

が
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
を
実
現
し
て
お
り
、
卒
業
生

は
病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
あ
る
い
は
社
会
復
帰
施

設
の
専
門
職
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
コ
ー
ス

社
会
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
の
学
習
に
プ
ラ
ス
し
て
、
児

童
家
庭
福
祉
や
障
害
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
地
域
福
祉
、

福
祉
行
政
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
領

域
の
学
習
を
積
み
上
げ
る
コ
ー
ス
。
卒
業
生
は
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
の
福
祉
施
設
や
病
院
、
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

シ
ル
バ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

●
診
療
情
報
管
理
コ
ー
ス

電
子
カ
ル
テ
や
診
療
録
か
ら
必
要
な
情
報
を
抽
出
し
診
療

情
報
を
作
成
し
た
り
、
カ
ル
テ
の
内
容
が
適
切
で
あ
る
か

を
監
査
し
た
り
す
る
の
が
診
療
情
報
管
理
士
。
本
コ
ー
ス

で
は
、
今
後
急
速
に
重
要
と
な
る
医
療
情
報
管
理
で
、
中

心
的
な
役
割
を
担
う
診
療
情
報
管
理
士
の
育
成
を
め
ざ
し

ま
す
。

●
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
分
野
な
ど
で
、
管
理
・
企
画
・
営
業
な

ど
の
業
務
を
担
え
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
医
学
や
生
活

機
能
の
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
医
事
や
経
理
、
情
報
処
理
、
経

営
の
基
礎
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
最
先
端
の
医
療
福
祉
動

向
な
ど
、
医
療
福
祉
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
不
可
欠
な
知
識

を
修
得
。
ま
た
、
一
般
企
業
で
働
く
場
合
に
必
要
な
企
画

力
や
営
業
力
も
養
わ
れ
ま
す
。

最
近
、
進
ん
だ
施
設
で
は
、
患
者
さ
ん
の
退
院
後
の
生
活

を
見
据
え
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

福
祉
的
素
養
を
も
っ
た
医
療
職
と
、
医
学
的
知
識
を
も
っ
た

福
祉
職
が
、
議
論
を
行
い
な
が
ら
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
医
療
と
福
祉
を
統
合
す
る
よ

う
な
動
き
が
急
速
に
進
行
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
（
仮
称
）
は
、
こ
う

し
た
時
代
の
要
請
を
先
取
り
し
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
福

祉
職
を
養
成
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
福
祉
と
医

療
に
つ
い
て
の
〝
広
い
知
識
〞
と
〝
高
い
専
門
性
〞
を
身

に
つ
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

医
療
福
祉
学
部
は
２
０
０
９
年
度
、
医
療
経
営
管

理
学
科
、
医
療
福
祉
学
科
の
２
学
科
を
統
合
し

て
、
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
（
仮
称
）

に
学
部
改
組
計
画
中
で
す
。
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「医療福祉チャンネル774」おすすめの番組
医療福祉チャンネル774

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

「看護学科公開学習会」を開催します

テーマ：キャリアをデザインする ～自分の価値を高めよう～

日　時：8月30日(土）10：00～16：00
場　所：国際医療福祉大学 O棟102教室

60名の定員を大幅にこえたため、申込みの受付は終了しました。
お申込みいただいた皆様、お待ちしております。

●お問い合わせ
看護学科公開学習会担当：川野･伊沢
TEL/FAX：0287－24－3012
http:/www.iuhw.ac.jp

お知らせ IUHW Hot News

社会保障制度論
制度の仕組み、成り立ちから現状、方向性

社会保障制度の基本的な考え方、現状、法体系、社会保
障をめぐる情勢などを概観し、社会保障の各制度や計画等、

今後の改革の方向を分かり
やすく解説します。さらに、
諸外国の社会保障の歴史、
現状なども紹介し、わが国
がめざすべき社会保障制度
を提言していきます。

介護福祉士受験講座
ニーズが高まる介護のプロをめざす

介護保険制度改革、障害者自立支援法施行、高齢者医療
制度改革、権利擁護制度見直しなど、様々な社会潮流の変

化が、出題に反映されます。
過去20回の出題傾向を徹
底的に分析、効果的な学習
が可能です。また、実技試
験の過去問題が全て見られ
ます。

福祉住環境コーディネーター２級受験講座
やさしい住環境を提案するアドバイザー

福祉住環境コーディネーターは、医療・福祉・建築に関
する知識を身につけ、バリアフリー住宅への建て替えやリ

フォームのコーディネート
を提示します。また、福祉
用具や諸施策情報などにつ
いてもアドバイスするなど、
現在幅広いニーズのある資
格です。

死生学概論
「生」との対比で、「死」を深く具体的に考える

特に、医療や福祉の様々な現場で遭遇する「生と死の課
題」に、プロフェッショナルとしてどのように立ち向かう

のかという視点から事象や
テーマを取り上げます。そ
して、具体的な行動につな
げるための知識とコミュニ
ケーションスキルに焦点を
絞ります。
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◆衛星放送スカパー！　◆インターネット
774視聴者特典として、受験講座を医療福祉eチャンネル（http://www.ch774.com/）で無料配信中！
フリーダイヤル・Ｅメール（下記参照）で、お客さま係までご連絡ください。ユーザーＩＤ・パスワードをお知らせします。

秋山純和氏（本学教授）実技試験問題

和田勝氏（本学大学院教授）
小野充一氏（早稲田大学人間科学
学術院教授）

●医療福祉チャンネル774を見るには ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円がかかります）
法人契約･･･5,250円

○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問い合わせください。

●視聴に関するお問い合わせは ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（（株）医療福祉総合研究所　お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    HP  www.iryoufukushi.com/

・事務所・スタジオが移転しました。s〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山1丁目タワー　４階


